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周
代
の
封
建
諸
侯
が
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
位
階
を
な
す
柳
競
を
有
し
、
之
に
庶
じ
て
異
っ
た
身
分
的
な
資
格
を
有
し
て
ゐ
た

と
云
ふ
所
謂
諸
侯
の
等
爵
制
は
、
儒
家
の
経
典
特
に
そ
の
噌
書
に
多
く
記
述
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
周
但
０
如
き
は
諸
侯
の
公
・
侯
・

伯
・
子
・
男
の
爵
に
伴
っ
た
但
遇
の
等
差
を
有
ゆ
る
生
活
０
部
門
に
亘
っ
て
定
め
た
規
制
に
よ
っ
て
全
書
が
被
は
れ
て
ゐ
る
と
云
っ

て
も
過
言
で
な
い
位
で
あ
る
。
此
の
種
の
諸
侯
國
の
等
爵
に
庶
じ
た
萬
般
の
制
度
を
貫
く
機
械
的
な
等
殺
制
の
曼
系
を
更
に
簡
明
に

表
し
た
も
０
は
但
記
王
制
篇
０
記
述
で
あ
る
。
但
記
王
制
篇
の
諸
侯
等
爵
制
は
孟
子
萬
章
篇
の
系
統
を
引
き
、
多
少
改
修
を
加
へ
た

も
の
で
あ
る
。
周
但
及
び
但
記
王
制
は
何
れ
も
そ
の
製
作
年
代
が
不
明
で
あ
る
。
諸
侯
等
爵
制
の
起
原
或
は
成
立
等
を
研
究
せ
ん
と

す
る
な
ら
ば
、
先
づ
可
成
り
製
作
年
代
の
明
ら
か
で
戦
國
時
代
の
作
品
た
る
こ
と
疑
無
い
孟
子
が
出
狸
勘
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

王
制
と
孟
子
と
０
問
題
の
條
文
を
對
照
し
て
下
に
掲
げ
る
。
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㈹
記
王
制
第
五
。

王
者
之
制
緑
俳
。

公
侯
伯
子
男
凡
五
等
。

諸
侯
之
ヒ
大
夫
卿
・
下
大
夫
・
上
士
・
中
士
・
下
士
凡

五
等
。

天
子
之
田
方
千
里
。
公
侯
田
方
百
里
。
伯
七
十
里
。
子

男
五
十
里
。

不
能
五
十
里
者
。
不
合
於
天
子
。
附
於
諸
侯
。
曰
附
庸
。

天
子
之
三
公
之
田
親
公
侯
。
天
子
之
卿
親
伯
。
天
子
之

大
夫
親
子
男
。
天
子
之
元
士
親
附
庸
。

諸
侯
之
下
士
。
覗
上
農
夫
。
録
足
以
代
共
耕
也
。
中
士

倍
下
士
。
上
士
倍
中
士
。
下
大
夫
倍
上
士
。
卿
四
大
夫

祗
。
君
十
卿
祗
。

次
國
之
卿
三
大
夫
録
。
君
十
卿
祗
。

　

孟
子
萬
章
章
句
下

北
宮
崎
間
曰
。
周
室
班
俳
禄
也
。
如
之
何
。
孟
子
日
。
北
ハ
詳
不

可
得
聞
也
。
諸
侯
悪
其
害
已
也
。
而
皆
去
其
籍
。
然
而
河
也
。

嘗
聞
其
略
也
。

天
子
一
位
。
公
一
位
。
侯
一
位
。
伯
一
位
。
子
男
同
一
位
。
凡

五
等
也
。

君
一
位
。
卿
一
位
。
大
夫
一
位
。
上
士
一
位
。
中
士
一
位
。
下

士
一
位
。
凡
六
等
。

天
子
之
制
。
地
方
千
里
。
公
侯
皆
方
百
里
。
伯
七
十
里
。
子
男

五
十
里
。
凡
四
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

不
能
五
４
　
里
。
不
達
於
天
子
。
附
於
諸
侯
。
曰
附
庸
。

天
子
之
卿
。
受
地
膜
侯
。
大
夫
受
地
膜
伯
。
元
士
受
地
辰
子
男
。

大
國
地
方
百
里
。
君
十
卿
轍
。
卿
祗
四
大
夫
。
大
夫
倍
上
士
。

上
士
倍
中
士
。
中
士
倍
下
士
。
下
士
輿
恋
人
在
官
者
同
轍
。
祗

以
代
共
耕
也
。

次
國
地
方
七
十
里
。
君
１
　
卿
祗
。
卿
縁
三
大
夫
。
大
夫
倍
上
士
。
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小
國
之
卿
倍
大
夫
６
　
。
君
十
卿
縁
。

上
士
倍
中
士
。
中
士
倍
下
士
。
下
士
具
恋
人
在
官
者
同
裕
。
裕

足
以
代
其
耕
也
。

小
國
地
方
五
十
里
。
君
十
卿
裕
。
卿
裕
二
大
夫
。
大
夫
倍
上
士
。

上
士
倍
中
士
。
中
士
倍
下
ｔ
。
下
士
輿
恋
人
在
官
者
同
裕
。
裕

足
以
代
其
耕
也
。

　

孟
子
は
胃
頭
に
周
の
諸
侯
を
始
め
一
般
の
欝
禄
の
制
度
０
文
献
は
、
春
秋
或
は
戦
國
の
諸
侯
に
と
っ
て
不
利
な
る
篤
、
悉
く
鹿
毀

さ
れ
て
仕
舞
っ
た
の
で
、
’
自
分
０
述
べ
る
所
は
全
く
傅
聞
し
た
所
だ
と
断
っ
て
ゐ
る
。
孟
子
の
云
ふ
如
く
周
代
の
爵
禄
制
度
の
文
献

が
１
　
て
存
在
し
、
周
の
諸
侯
列
國
に
よ
り
故
意
に
坂
滅
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
孟
子
が
抹
る
べ
き
成
書
の

文
獣
を
持
た
な
か
っ
た
事
は
瞳
か
で
あ
る
。
然
し
孟
子
は
傅
聞
を
何
等
０
方
面
か
ら
得
た
か
ゞ
問
題
で
あ
る
。
吾
人
は
之
を
１
　
秋
の

経
に
對
す
る
解
祥
學
で
あ
る
春
秋
傅
よ
り
承
け
た
と
考
へ
る
０
で
あ
る
が
、
之
は
後
に
譲
る
。

　

曽
記
王
制
で
は
諸
侯
を
公
‘
侯
・
伯
・
子
・
男
０
五
等
と
し
て
ゐ
る
が
、
孟
子
で
は
天
子
を
一
位
と
し
、
子
男
合
せ
て
一
位
と
し

て
五
等
と
し
て
ゐ
る
。
も
し
王
制
か
諸
侯
五
等
制
を
と
る
と
せ
ば
、
孟
子
は
天
子
を
除
い
て
四
等
制
を
と
る
も
０
で
あ
る
。
王
制
は

次
に
諸
侯
０
臣
下
０
卿
・
大
夫
・
上
士
・
中
士
・
下
±
０
五
等
を
考
へ
る
が
、
孟
子
は
そ
こ
に
も
君
を
一
位
入
れ
て
六
等
と
し
て
ゐ

る
。
王
制
の
五
等
諸
侯
は
諸
侯
０
臣
五
等
と
相
對
照
す
る
も
の
で
、
孟
子
０
方
が
未
整
理
で
あ
っ
て
王
制
０
方
が
外
面
の
形
式
は
整

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
此
鮎
の
比
較
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
特
に
孟
子
が
公
・
侯
・
伯
に
次
い
で
子
男
を
合
せ
て
、
一
位
と
し
て
ゐ
る
鮎

は
注
意
せ
ら
れ
る
。

　

「
爵
」
は
本
来
「
歯
」
或
は
「
親
」
と
對
立
す
る
観
念
で
あ
る
。
孟
子
は
『
天
下
有
達
尊
三
。
昇
一
歯
一
徳
一
。
朝
廷
莫
如
昇
。
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郷
賞
莫
如
歯
。
輔
世
長
民
莫
如
徳
。
』
（
公
孫
丑
下
）
と
云
っ
て
ゐ
る
。
朝
廷
、
郷
営
に
對
し
て
輔
世
長
民
は
具
頭
的
の
祀
會
的
集
国

を
地
盤
と
す
る
も
０
で
は
な
い
か
ら
、
之
を
省
い
て
『
昔
有
虞
氏
貴
徳
而
倚
歯
。
夏
后
氏
貴
貫
而
恂
歯
。
殷
人
貴
富
而
倚
歯
。
周
人

貴
親
而
匈
歯
。
』
（
聘
記
祭
義
篇
）
に
現
れ
て
来
る
「
親
」
０
語
を
取
り
、
そ
０
地
盤
と
し
て
郷
賞
と
對
立
し
て
『
宗
族
稀
孝
焉
。
郷

営
栃
第
焉
。
』
（
論
語
）
の
宗
族
を
考
へ
た
い
。
宗
族
の
宗
廟
等
の
會
、
郷
賞
０
郷
飲
酒
の
贈
、
朝
廷
の
朝
會
の
儀
に
於
て
位
次
の
決

定
の
標
準
と
な
る
基
本
観
念
が
夫
々
「
親
」
［
歯
］
「
貫
」
で
あ
る
。
宗
族
即
ち
血
族
團
頭
に
於
て
は
血
縁
の
疏
密
、
郷
営
の
隣
保
團

醍
に
あ
っ
て
は
年
齢
の
高
下
が
會
合
０
位
次
を
決
定
す
る
要
素
で
あ
る
。
爵
は
白
虎
通
貫
篇
に
『
貫
者
喪
也
。
各
量
具
職
。
喪
其
才

也
。
』
と
あ
っ
て
、
政
治
祀
會
で
あ
る
朝
廷
に
於
い
て
は
才
或
は
功
を
・
量
･
=
＼
、
職
に
よ
り
給
せ
ら
れ
る
後
天
的
な
賢
格
で
あ
る
。
朝
廷

の
會
０
位
次
は
之
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。

　

漢
書
百
官
表
に
は
秦
縛
に
起
原
す
る
涜
貫
二
１
　
級
を
阜
げ
て
ゐ
る
。
爵
は
身
分
的
な
資
格
を
示
し
、
種
々
の
段
階
特
幄
を
伴
ふ
も

０
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
朝
廷
の
位
次
を
決
定
す
る
も
０
で
あ
り
、
何
よ
り
も
そ
れ
自
身
が
輦
な
る
搦
琥
で
な
く
上
下
の
位
級
を
形

成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

諸
侯
に
於
け
る
貫
は
常
に
普
通
の
臣
下
の
そ
れ
と
異
っ
て
、
天
子
の
朝
廷
或
は
諸
侯
相
互
の
會
盟
に
於
け
る
位
次
を
決
定
す
る
標

準
た
る
べ
き
で
あ
る
。
貫
が
本
質
的
に
位
級
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
王
制
０
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等
制
は
貫

の
制
度
と
し
て
は
最
も
完
成
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
て
孟
子
の
子
男
を
合
し
て
一
位
と
す
る
の
四
等
制
は
、
子
男
は
個
々
の
裕
琥
で

あ
っ
て
狗
そ
れ
自
身
位
を
な
さ
す
完
全
な
貫
と
は
成
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

　

然
し
一
方
王
制
に
於
て
も
次
の
公
侯
等
の
國
の
領
域
の
廣
さ
を
規
定
す
る
段
に
至
っ
て
は
孟
子
と
同
じ
く
天
子
方
千
里
以
下
公
侯

百
里
・
伯
七
十
里
・
子
男
五
十
里
と
記
す
る
。
天
子
を
除
い
て
諸
侯
の
み
に
就
て
云
へ
ば
、
公
侯
・
伯
・
子
男
の
三
等
制
で
あ
っ
て

-４-
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五
等
制
で
は
な
い
。
不
徹
底
に
見
え
た
孟
子
の
四
等
爵
制
は
、
子
男
及
伯
に
於
て
却
っ
て
之
と
合
致
し
、
公
侯
を
分
っ
鮎
が
異
る
・
の

み
、
完
全
に
見
え
た
王
制
の
五
等
制
は
公
侯
と
子
男
と
に
於
て
田
制
の
三
等
制
と
背
馳
す
る
結
果
と
な
る
。

　

王
制
及
孟
子
は
そ
の
下
に
公
侯
の
百
里
０
國
を
大
國
と
し
、
伯
の
七
十
里
の
國
を
次
國
と
し
、
子
男
の
五
十
里
の
國
を
小
國
と
し

て
、
各
々
國
０
卿
・
大
夫
・
上
士
’
中
士
・
下
士
の
禄
を
定
め
る
詳
細
の
條
文
が
附
加
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
王
制
及
孟
子
の
諸
侯
五
等

或
四
等
欝
制
は
、
同
時
に
探
用
し
た
諸
侯
０
國
の
領
域
・
卿
大
夫
封
禄
の
三
等
制
と
の
間
に
大
な
る
矛
盾
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
孟
子

及
王
制
に
は
一
方
に
於
て
は
諸
侯
の
五
つ
の
孵
琥
の
位
級
制
と
云
ふ
理
論
、
他
方
に
於
て
は
、
諸
侯
０
領
地
の
廣
さ
之
よ
り
涙
生
す

る
家
臣
封
祗
高
に
於
け
る
三
等
制
の
理
論
と
の
二
つ
の
狽
立
し
た
要
素
を
接
合
せ
る
も
０
で
あ
る
。
こ
０
二
つ
の
要
素
は
春
秋
左
氏

傅
に
於
て
如
何
に
現
は
れ
て
ゐ
る
か
。
以
下
に
之
を
吟
味
す
べ
’
く
先
づ
春
秋
諸
侯
三
等
制
０
理
論
を
見
や
う
。

四

-

　

春
秋
０
諸
傅
中
今
文
家
、
特
に
公
羊
學
減
の
春
秋
諸
侯
の
欝
制
に
三
等
な
る
こ
と
を
明
瞭
に
説
い
て
ゐ
る
。
公
羊
傅
隠
公
五
年
傅

文
に
『
天
子
三
公
柄
公
。
王
者
之
後
柄
公
。
共
催
大
國
柄
侯
。
小
國
柄
伯
子
男
也
。
』
と
云
っ
て
、
公
・
侯
・
伯
子
男
の
三
等
制
を
考

へ
て
ゐ
る
。
公
羊
傅
の
三
等
制
脱
に
就
て
は
後
に
詳
述
す
る
。
茲
で
は
公
羊
傅
で
は
孟
子
王
制
の
三
等
制
公
侯
・
伯
・
子
男
制
と
は

多
少
異
り
、
公
・
侯
・
伯
子
男
の
三
等
制
が
明
瞭
に
説
か
れ
て
ゐ
る
事
を
指
す
に
止
め
る
。

　

之
に
對
し
て
左
傅
０
諸
侯
爵
制
説
に
就
て
は
左
傅
の
内
に
餓
り
明
瞭
に
は
述
べ
た
箇
所
が
な
い
が
錫
に
今
迄
割
合
に
閑
却
さ
れ
て

ゐ
た
。
章
大
炎
０
遺
著
「
春
秋
左
氏
疑
義
答
問
」
巻
一
に

問
。
傅
搦
。
（
四
心
に
）
在
聘
。
卿
不
會
公
侯
。
會
伯
子
男
可
也
。
哭
語
稀
命
圭
有
命
。
固
曰
晃
伯
。
而
春
秋
但
書
哭
子
。
公
羊
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岑
云
春
秋
伯
子
男
一
也
・
（
べ
八
十
）
義
具
此
合
。
彗
周
官
（
畝
四
大
）
。
上
公
九
命
。
侯
伯
七
命
。
子
男
五
命
。
今
春
秋
序
班
悉
異
。

　
　

豊
非
素
王
改
制
之
徴
。

　
　

按
自
屑
王
流
疏
。
天
子
失
官
。
宣
王
中
興
。
必
多
損
盆
。
其
後
桓
文
迭
伯
。
事
昇
古
殊
。
傅
所
栴
檀
。
自
是
時
王
新
令
爾
。
魯

　
　

語
栴
叔
孫
穆
舌
可
伯
子
男
有
大
夫
無
卿
・
帥
賦
以
従
諸
侯
―
傅
栴
申
之
會
―
子
産
献
伯
子
男
會
公
之
聘
六
（
四
四
）
・
平
丘
之

　
　

會
。
子
産
言
鄭
伯
男
也
（
一
一
一
六
）
。
並
以
伯
子
男
篤
同
班
。
二
子
庇
春
秋
未
修
以
前
。
壹
懸
知
素
王
改
制
事
邪
。
見
本
伯
國
。
自

　
　

桓
文
攘
夷
。
内
外
有
截
。
夷
秋
雖
大
日
子
。
此
常
時
之
定
法
。
叉
具
伯
子
男
同
班
之
脱
異
也
。
公
羊
不
調
典
檀
。
狽
此
一
説
呉

　
　

左
氏
篤
近
。
然
素
王
改
制
。
彼
傅
本
無
明
文
。
特
仲
舒
輩
傅
合
成
之
。
乃
云
文
家
五
等
。
質
家
三
等
。
此
篤
負
公
羊
爾
。

と
、
左
傅
及
び
國
語
に
於
て
は
公
侯
と
伯
子
男
と
の
二
等
制
詑
が
取
ら
れ
、
伯
子
男
を
同
一
位
に
あ
る
と
す
る
鮎
に
於
て
公
羊
傅
説

と
合
致
す
る
事
を
脱
い
た
事
は
注
意
に
値
す
る
。

　

左
傅
の
諸
侯
爵
制
と
公
羊
の
三
等
制
と
の
開
係
を
指
摘
し
た
學
者
に
は
古
く
は
恵
棟
が
あ
り
、
「
左
傅
補
注
」
中
に
、
章
氏
の
問

題
と
し
た
昭
公
二
十
三
年
傅
文
の
『
鄭
伯
男
也
』
を
引
用
し
て
『
董
仲
舒
春
秋
繁
露
云
。
周
将
五
等
。
春
秋
三
等
。
合
伯
子
男
篤
一

将
。
故
云
伯
男
也
。
外
修
作
伯
南
。
古
南
男
字
通
。
公
羊
桓
十
一
年
。
鄭
忽
出
奔
術
。
傅
云
。
忽
何
以
名
。
春
秋
伯
子
男
一
也
。
辞

無
所
厖
。
何
休
云
。
春
秋
改
周
之
文
。
従
殷
之
質
。
合
伯
子
男
篤
一
。
』
と
云
ぴ
、
周
語
０
鄭
伯
南
也
０
南
と
男
と
は
昔
通
な
る
こ
と
、

此
の
昭
二
十
三
年
傅
文
と
魯
語
０
文
は
鄭
伯
を
男
と
定
義
す
る
も
０
で
あ
り
、
公
羊
説
と
合
致
す
と
考
へ
た
。

　

更
に
陳
立
は
「
句
渓
雑
著
」
中
に
「
鄭
伯
男
也
説
」
を
掲
げ
、
鄭
衆
服
虔
の
『
鄭
伯
爵
在
男
服
也
』
の
脱
は
鄭
の
位
置
、
京
師
よ

り
去
る
所
の
距
離
が
周
制
の
王
城
千
五
百
里
０
男
服
に
常
ら
ざ
る
こ
と
を
理
山
と
し
、
又
買
迪
の
『
男
営
作
南
。
謂
南
面
之
君
』
脱
は

子
産
０
貢
を
孚
ふ
際
０
語
と
し
て
は
意
味
通
ぜ
ざ
る
０
理
由
で
、
叉
鄭
志
０
『
男
子
男
也
。
周
之
菖
俗
。
雖
篤
侯
伯
。
皆
食
子
男
之

-６
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地
・
』
王
潮
注
の
『
鄭
伯
爵
而
連
男
言
之
。
厨
言
曰
公
侯
。
焉
句
詞
也
』
と
云
っ
た
０
も
臆
解
と
し
て
ヽ
凡
て
排
撃
し
『
左
傅
傅
九
年

云
。
王
曰
小
童
。
公
侯
日
子
。
明
公
貝
侯
皆
降
等
絨
伯
子
男
之
稀
矣
。
…
…
要
之
伯
貝
子
男
倶
篤
一
等
。
故
傅
二
十
九
年
左
傅
云
。

卿
不
會
公
侯
。
會
伯
子
男
可
也
。
明
公
輿
侯
尊
。
不
敢
具
會
伯
子
男
卑
。
故
可
是
亦
以
三
具
篤
一
等
。
此
云
鄭
伯
男
也
。
言
鄭
國

伯
縛
。
男
獅
之
也
。
阜
共
至
卑
者
。
自
承
貝
季
貴
之
意
。
似
合
二
傅
之
説
。
本
無
差
異
。
其
周
紬
之
五
等
。
孟
子
之
伯
一
位
。
蓋
古

籍
散
亡
。
不
無
所
聞
異
詞
。
』
と
し
て
、
鄭
伯
は
男
な
り
と
は
、
一
位
０
伯
子
男
の
冲
の
最
卑
の
男
を
皐
げ
て
官
重
き
貴
具
に
非
ら
ざ

る
を
辨
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
左
傅
現
も
本
来
は
公
羊
傅
と
同
様
に
伯
子
男
一
具
説
な
り
と
断
じ
て
ゐ
る
。

　

章
大
炎
の
説
は
悳
棟
に
醍
せ
ら
れ
、
公
羊
學
者
陳
立
に
よ
っ
て
梢
精
し
て
論
澄
せ
ら
れ
た
左
傅
の
『
鄭
伯
男
也
』
の
句
に
就
て
鄭

伯
は
男
と
一
将
な
り
の
解
憚
が
、
公
羊
家
０
伯
子
男
一
縛
説
に
合
致
す
る
事
を
、
更
に
古
文
家
の
立
場
に
立
っ
て
左
傅
中
心
に
考
へ

て
見
た
の
で
あ
る
。
『
鄭
伯
男
也
』
の
句
に
就
て
は
最
近
顧
頷
剛
氏
は
「
戦
國
秦
漢
間
人
的
造
呉
輿
辨
偶
」
の
論
文
の
内
で
傅
斯
年
Ｏ

「
五
等
爵
論
」
に
賛
し
、
公
’
侯
・
伯
・
子
・
男
０
五
等
は
周
代
に
資
在
せ
す
、
賀
正
０
五
等
爵
は
書
康
詰
の
『
侯
・
句
・
男
・
邦
・

采
・
衛
』
に
見
え
る
侯
・
旬
・
男
・
采
・
衛
で
あ
る
と
主
張
し
、

　

方
傅
０
『
鄭
・
伯
男
也
』
Ｊ
『
曹
篤
伯
旬
』
（
四
四
）
を
解
し
て

伯
は
長
の
義
に
し
て
鄭
は
男
０
長
、
曹
は
旬
の
長
を
意
味
し
た
。
旬
男
制
が
忘
却
せ
ら
れ
た
後
、
只
鄭
と
曹
と
は
伯
と
だ
け
呼
ば
れ

る
に
及
ん
だ
と
云
ふ
新
解
憚
を
提
出
せ
ら
れ
た
Ｖ
ｔ
ｔ
i
i
ｓ
i
i
n
g
i
i
E
;
）
。
顧
氏
０
新
解
憚
に
し
て
成
立
す
る
な
ら
ば
、
左
氏
伯
子
男
一
貫

説
の
重
要
な
る
根
抹
ｏ
一
が
崩
壊
す
る
の
結
果
に
至
る
。
顧
頴
剛
氏
の
脆
の
批
判
は
後
に
述
べ
る
。
兎
に
角
こ
j
T
に
一
の
問
題
が
あ

る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

　

次
に
左
氏
の
伯
・
于
男
一
貫
説
に
對
す
る
一
の
障
害
と
な
る
如
く
見
え
る
の
は
杞
子
用
夷
曽
の
事
で
あ
る
。
左
傅
の
傅
公
二
十
三

年
経
文
に
『
冬
十
有
一
月
。
杞
子
卒
』
に
對
し
て
傅
文
は
『
帽
成
公
卒
。
書
曰
子
。
杞
夷
也
』
と
云
ひ
Ｉ
、
同
二
十
三
年
経
文
の
『
春

７



ぶ

紀
子
来
朝
』
に
對
し
て
傅
文
は
『
春
。
紀
桓
公
来
朝
。
用
夷
總
。
故
曰
子
。
公
卑
杷
。
紀
不
共
也
』
と
あ
り
、
襄
二
十
九
年
経
文
に

　

『
紀
子
来
盟
』
の
傅
文
に
は
『
杷
文
公
来
盟
。
書
曰
子
賤
之
也
』
と
し
て
三
度
迄
杷
子
の
夷
噌
を
用
ひ
た
篤
に
昭
さ
れ
た
事
を
記
す

る
。
二
十
三
年
経
文
０
杜
注
に
『
成
公
始
行
夷
鴎
以
終
其
身
。
故
於
卒
昭
之
。
杷
賓
柳
伯
。
仲
尼
以
文
昭
柳
子
』
の
注
に
も
見
え
る

如
く
春
秋
の
荘
公
二
十
七
年
『
杷
伯
来
朝
』
以
来
多
く
杞
伯
と
書
せ
ら
れ
た
杷
國
が
、
杷
子
と
柳
せ
ら
れ
た
の
は
仲
尼
が
夏
朝
の
後

な
る
杷
が
夷
に
化
せ
ら
れ
た
の
を
罰
し
て
魯
史
の
荷
文
を
改
め
た
新
意
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
之
は
明
ら
か
に
伯
爵
と
子
爵
と

同
一
位
で
な
い
事
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
左
傅
伯
子
男
一
爵
説
の
最
も
有
力
な
反
瞭
を
な
す
様
で
あ
る
。

　

杷
は
桓
公
三
年
、
及
十
二
年
経
に
杷
侯
と
書
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
荘
二
十
七
年
経
に
至
っ
て
杷
伯
と
書
せ
ら
れ
、
俳
二
十
三
年
に
至

り
杷
子
と
書
せ
ら
れ
、
中
間
叉
杷
伯
と
柳
や
ら
れ
た
が
、
襄
二
十
九
年
に
至
っ
て
再
び
杷
子
と
書
せ
ら
れ
た
。
杞
侯
が
始
め
て
杞
伯

と
書
せ
ら
れ
た
傅
公
二
４
　
三
年
杜
注
に
は
『
無
傅
。
杷
栃
伯
者
。
蓋
狐
時
王
所
馴
』
と
し
て
ゐ
る
。
更
に
孔
氏
正
義
に
は
杷
は
本
公

爵
な
り
と
記
す
る
位
で
、
春
秋
中
に
於
て
・
侯
・
伯
・
子
の
三
を
雑
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

劉
逢
旅
は
左
氏
春
秋
考
誼
中
に
於
て
左
傅
に
１
　
曰
と
胃
頭
し
た
孔
子
が
魯
史
の
春
秋
荷
文
を
改
め
た
書
法
を
説
明
し
た
理
論
に
属

す
る
部
分
は
、
前
洗
末
劉
歌
が
公
羊
傅
等
に
模
倣
し
て
附
加
簒
入
し
た
處
だ
と
論
じ
て
ゐ
る
。
果
し
て
劉
散
０
附
加
か
否
か
は
今
恂

決
定
的
に
云
へ
な
い
が
、
兎
も
角
、
書
目
の
文
が
、
左
氏
傅
中
に
於
て
最
も
晩
期
の
附
加
で
は
な
い
か
と
０
疑
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
こ

と
だ
け
は
注
意
せ
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
『
書
日
子
。
杷
夷
也
』
の
三
度
現
れ
る
句
の
如
き
も
、
此
の
附
加
の
部
分
で
は
無
い
か

と
先
づ
疑
は
れ
る
。
近
く
は
陳
槃
氏
の
如
き
は
「
堵
訂
春
秋
杞
子
川
夷
財
爵
辨
」
（
べ
１
１
　
　
■
l
l
U
n
一
四
）

　

に
於
て
更
に
全
面
的
に
春
秋
用

夷
駈
爵
と
云
ふ
左
傅
の
書
法
の
無
稽
な
る
こ
と
を
駁
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
此
書
法
の
如
き
は
左
傅
伯
子
男
一
貫
説
に
對
す
る
録
り
重

大
な
反
謐
を
篤
す
も
０
で
は
な
か
ら
う
。
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左
傅
０
公
・
侯
・
伯
子
男
三
等
爵
制
に
對
す
る
反
護
は
原
木
左
傅
に
開
す
る
限
わ
ｙ
一
慮
は
問
題
外
に
置
か
れ
た
が
、
偉
疑
問
は
解

消
し
轟
さ
な
い
。
伯
子
男
一
’
爵
制
の
史
料
と
し
て
鄭
伯
男
也
以
外
に
第
一
に
前
述
０
章
氏
説
に
も
學
げ
ら
れ
た
昭
公
附
年
傅
文
の
記

で
あ
る
。
巾
０
會
盟
の
覇
者
楚
王
が
宋
左
師
と
鄭
子
産
に
會
盟
の
疆
を
問
ふ
た
に
對
し
て
、
左
師
は
『
小
國
習
之
。
大
國
川
之
。
敢

不
薦
聞
。
』
と
云
っ
て
、
『
猷
公
合
諸
侯
之
噌
六
。
』
と
、
子
産
は
『
小
國
共
職
。
敢
不
薦
守
。
』
と
云
ひ
『
献
伯
子
男
會
公
之
腔
。
』
と

云
へ
ば
、
宋
國
の
傅
へ
た
公
が
諸
侯
を
會
す
る
疆
と
鄭
國
０
守
る
伯
子
男
０
公
に
會
す
る
贈
と
が
二
つ
對
立
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ

る
。
是
左
傅
の
公
と
侯
と
伯
子
男
の
三
等
制
を
支
持
す
る
強
き
瞭
抹
を
提
供
す
る
。

　

次
に
は
章
火
炎
が
そ
の
所
論
の
始
め
に
引
い
た
史
料
が
あ
る
。
印
ち
傅
公
二
十
九
年
、
経
文
に
『
夏
六
月
。
會
王
人
・
晋
人
・
宋

人
・
膏
人
・
陳
人
・
蔡
人
・
秦
人
。
盟
于
蜃
泉
。
』
と
あ
る
に
對
し
て
傅
文
は
『
夏
。
公
會
王
子
虎
・
晋
狐
僣
・
宋
公
孫
固
・
斉
國
肺

父
・
陳
縦
濤
塗
・
秦
小
子
感
。
盟
于
蜃
泉
。
尋
践
土
之
盟
。
且
謀
伐
鄭
也
。
』
と
あ
っ
た
後
に
『
卿
不
１
　
。
罪
之
也
。
在
腔
。
卿
不
會

公
侯
。
會
伯
子
男
可
也
。
』
と
云
っ
て
、
経
文
に
魯
傅
公
を
始
め
周
の
王
子
虎
以
下
０
列
國
の
卿
の
名
を
略
さ
れ
た
理
由
を
説
明
す
る

春
秋
０
書
法
を
述
べ
た
條
で
あ
る
。
さ
れ
ど
傅
公
二
十
九
年
傅
文
は
左
傅
０
記
事
の
文
で
は
な
く
春
秋
０
書
法
を
述
ぶ
る
の
文
で
あ

る
。
も
し
伯
と
子
と
の
二
爵
説
を
前
提
と
す
る
杷
子
用
夷
箭
の
書
法
が
、
そ
の
性
質
上
春
秋
書
法
説
明
の
理
論
で
記
事
０
文
で
無
い

事
に
よ
っ
て
、
晩
期
０
附
加
か
も
知
れ
ぬ
と
云
ふ
理
由
で
捨
て
ら
れ
た
と
す
る
と
、
此
０
文
も
亦
同
様
な
理
由
で
留
保
を
附
せ
ら
れ

れ
ば
な
ら
ぬ
。
結
局
最
も
一
息
信
頼
す
べ
き
も
の
と
し
て
前
述
の
昭
公
四
年
の
文
が
残
る
０
み
と
な
る
０
で
あ
る
。

　

之
に
對
し
て
一
見
伯
と
子
男
と
を
分
け
て
二
爵
と
す
る
を
示
す
史
料
が
あ
る
。
哀
公
十
三
年
夏
呉
と
冊
と
が
黄
池
の
會
に
際
し
て

覇
者
の
腹
を
孚
っ
た
。
災
王
夫
差
は
會
に
出
席
し
た
魯
哀
公
を
災
國
０
私
属
の
諸
侯
と
し
て
、
會
合
に
際
し
魯
公
を
自
ら
引
率
し
晋

侯
に
謁
見
せ
し
め
ん
と
し
た
。
魯
子
服
景
伯
が
災
使
者
に
之
を
断
っ
た
外
交
餅
令
に
『
王
合
諸
侯
。
則
伯
帥
侯
牧
。
以
見
於
王
。
伯

-
９
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合
諸
侯
。
則
侯
帥
子
男
。
以
見
於
伯
。
白
王
以
下
。
朝
聘
玉
帛
不
同
。
敞
邑
之
版
貢
於
災
。
有
豊
於
哲
。
無
不
及
焉
。
以
篤
伯
也
。

今
諸
侯
會
。
而
君
将
以
寡
君
見
哲
君
。
則
１
　
成
篤
伯
矣
。
敞
邑
将
改
版
貢
。
魯
賦
於
災
八
百
乗
。
若
篤
子
男
。
則
将
牛
却
以
属
於

災
。
而
如
郷
以
事
哲
。
且
執
事
以
伯
召
諸
侯
。
而
以
侯
終
之
。
何
利
之
有
焉
。
』
と
云
っ
て
る
。
魯
子
服
景
伯
の
言
に
よ
る
と
、
杜
注

に
は
伯
は
諸
侯
長
と
あ
っ
て
、
印
ち
覇
者
が
諸
侯
を
會
合
す
る
時
は
侯
が
子
男
を
率
ゐ
て
伯
に
謁
見
さ
せ
る
の
が
腔
で
あ
り
、
子
男

は
侯
と
仙
と
に
職
貢
を
賦
し
、
南
方
に
私
恩
す
る
と
云
ふ
。
伯
と
侯
と
子
男
の
三
等
傅
を
取
っ
て
ゐ
る
様
に
見
え
る
。
之
は
公
・
侯
・

伯
・
子
’
男
０
五
等
爵
に
對
し
て
伯
・
侯
・
子
男
の
三
等
爵
を
阜
げ
る
様
に
見
え
る
勘
に
於
て
、
非
常
な
異
色
の
記
事
で
あ
る
。
伯

を
覇
者
の
柳
琥
と
し
て
最
高
位
に
置
き
、
次
に
侯
丿

傅
統
に
執
着
す
る
な
ら
ば
、
杜
注
の
如
く
公
・
侯
・
伯
・
子

　

男
の
中
の
伯
が
覇
者
の
伯
と
紛
れ
る
篤
に
脆
せ
ら
れ
、
子
男
が
代
表

と
さ
れ
ご

せ
る
爵
制
と
見
な
い
な
ら
ば
、
此
の
傅
文
を
文
字
通
り
に
解
し
て
、
伯
・
侯
・
子
男
制
な
る
も
の
を
考
へ
る
事
が
可
能
で
あ
る
。

　

伯
・
子
・
男
を
一
爵
と
す
る
説
の
根
強
と
な
る
史
料
は
左
傅
の
書
法
の
文
を
除
い
て
は
、
『
鄭
伯
男
也
』
と
云
ふ
鄭
の
子
産
の
肩
及

び
申
之
會
で
鄭
０
子
産
が
楚
王
の
會
盟
鎧
０
問
に
息
じ
て
伯
子
男
が
公
に
見
え
る
破
を
訟
じ
た
と
云
ふ
二
文
で
あ
る
。
何
れ
も
鄭
Ｏ

子
産
０
言
行
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。
之
に
對
し
伯
者
の
伯
を
上
に
侯
・
子
男
と
続
け
る
制
度
は
魯
０
子
服
景
伯
の
言
と
傅

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
等
の
魯
及
鄭
の
二
賢
者
の
誹
令
に
現
は
れ
て
来
る
覇
者
の
會
盟
に
際
す
る
諸
侯
の
列
位
及
之
と
庶
じ
る
貢
賦
Ｏ

等
級
制
０
問
題
は
。
左
傅
の
諸
侯
爵
制
を
論
す
る
に
営
っ
て
は
頗
る
貴
重
な
る
史
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
肩
が
果
し

て
子
産
、
或
は
子
服
景
伯
そ
０
人
０
賓
際
の
外
交
附
令
で
あ
る
か
否
か
、
勿
論
問
題
と
な
る
。
然
し
之
は
常
時
の
歴
史
情
勢
を
精
査

す
れ
ば
或
程
度
ま
で
判
定
が
出
来
る
が
、
之
は
第
五
節
に
譲
る
。
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元
来
左
傅
に
は
、
諸
侯
の
爵
制
に
就
て
０
説
は
除
り
明
瞭
に
表
明
さ
れ
て
居
な
い
。
公
侯
伯
子
男
の
諸
侯
五
等
爵
制
の
位
栽
を
記

し
た
條
は
僅
に
指
を
屈
す
る
程
し
か
な
い
。
之
忙
反
し
侯
國
内
の
卿
大
夫
の
身
分
を
示
し
、
天
子
よ
り
の
策
命
０
儀
の
厚
薄
を
表
は

す
命
数
等
は
屡
正
確
に
記
録
す
る
。
例
へ
ば
傅
公
三
十
三
年
八
月
傅
文
の
『
（
晋
）
襄
公
以
三
命
命
先
且
居
。
将
中
軍
。
以
再
命
命
先

茅
之
顕
賞
膏
臣
。
曰
車
祁
訣
子
之
功
也
。
以
一
命
郁
訣
篤
卿
。
』
は
皆
襄
公
の
臣
下
策
命
の
際
０
命
数
を
正
確
に
書
く
も
の
で
あ
る
。

成
公
二
年
傅
文
の
『
公
會
皆
師
于
上
鄭
。
些
二
師
大
路
三
命
之
服
。
司
馬
司
泰
良
師
侯
正
亜
旅
。
皆
受
一
命
之
服
。
』
は
、
魯
成
公
が

他
國
の
晋
０
将
帥
へ
の
策
命
の
際
に
賜
る
朝
服
０
命
敷
を
明
示
す
る
。
襄
公
十
九
年
俳
文
に
は
『
公
享
晋
六
師
蒲
圃
。
賜
之
三
命
之

服
。
軍
尉
司
馬
司
吝
良
財
侯
奄
。
皆
受
一
命
之
服
。
』
と
云
ふ
の
も
同
例
で
あ
る
。
魯
國
の
卿
の
命
数
も
、
昭
公
十
四
年
傅
文
に
『
叔

孫
昭
子
比
再
命
。
及
平
子
伐
菖
克
之
。
更
受
三
命
。
』
と
し
て
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
等
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。

　

諸
侯
に
對
す
る
錫
命
の
檀
及
び
賞
賜
の
策
命
の
内
容
を
記
す
る
も
の
は
左
傅
中
に
も
其
の
例
乏
し
く
な
い
。
傅
公
二
十
八
年
の
傅

文
に
偕
文
公
が
覇
者
と
な
っ
た
際
０
策
命
０
内
容
を
詳
記
す
る
が
晋
侯
は
侯
伯
と
さ
れ
、
大
軽
之
服
等
を
賜
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此

の
命
数
は
記
し
て
な
い
。
斉
魯
に
對
す
る
度
々
の
賜
策
命
に
於
て
も
、
魯
侯
１
　
侯
の
命
数
等
、
諸
侯
の
昇
制
に
息
じ
た
身
分
を
示
す

標
準
に
は
少
し
も
鯛
れ
て
ゐ
な
い
。

　

公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等
諸
侯
の
位
級
を
完
全
に
書
き
下
し
た
箇
所
は
僅
に
襄
公
十
五
年
傅
文
の
み
で
あ
る
。
楚
康
王
が
令

尹
公
子
午
・
右
尹
公
子
罷
皮
以
下
よ
く
英
才
を
登
川
し
、
國
人
を
靖
ん
じ
た
事
の
後
に
加
へ
ら
れ
『
君
子
謂
。
楚
於
是
乎
能
官
人
。

官
人
國
之
急
也
。
能
官
人
則
民
無
観
心
。
詩
云
。
嵯
我
懐
人
。
寞
彼
周
行
。
能
官
人
也
。
王
及
公
侯
伯
子
男
旬
采
衛
大
夫
。
各
居
共

11
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列
。
所
謂
周
行
也
。
』
と
云
っ
た
。
楚
國
内
の
卿
大
夫
の
任
用
を
賞
め
る
肝
と
し
て
、
わ
ざ
／
ヽ
き
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等
に
旬

采
術
を
附
加
し
て
諸
侯
の
等
級
を
詳
細
に
示
さ
ん
と
し
た
。
殊
に
後
０
田
男
采
術
の
服
制
説
の
附
加
は
、
周
書
康
詰
の
『
四
方
民
大

會
。
侯
旬
男
邦
采
衛
百
エ
。
』
の
句
よ
り
得
来
っ
た
知
識
で
あ
る
。
こ
の
康
請
０
序
句
四
十
八
字
は
宋
以
来
或
は
洛
詰
０
錯
簡
か
と
疑

は
れ
て
ゐ
る
疑
問
の
句
で
あ
る
。
周
書
中
で
も
召
詰
篇
に
は
諸
侯
の
服
を
況
い
て
『
命
塵
殷
侯
旬
邦
伯
』
と
あ
っ
て
、
采
衛
の
語
な

く
、
顧
命
篇
に
『
王
若
曰
、
幽
邦
侯
句
男
衛
』
康
詰
と
一
連
の
酒
詰
に
は
『
侯
旬
‘
男
衛
邦
伯
』
及
『
侯
旬
男
衛
』
と
し
て
衛
字
が

附
加
さ
れ
る
が
采
字
が
兄
え
な
い
。
采
服
の
名
は
萬
貢
篇
に
、
五
百
里
侯
服
中
に
百
里
采
二
百
里
男
邦
を
始
め
周
聘
大
司
馬
職
に

　

『
男
服
外
方
五
百
里
狐
采
畿
』
遥
皿
皿
四
職
）
と
あ
る
に
見
え
る
・
何
れ
も
周
初
の
確
賓
な
文
献
で
は
な
く
し
て
ヽ
春
秋
或
は
戦
國

の
時
代
に
場
す
と
考
へ
ら
れ
る
文
献
に
初
兄
す
る
處
で
あ
る
。
此
采
字
ｏ
附
加
は
康
詰
序
句
の
晩
出
を
示
す
一
路
と
考
へ
ら
れ
る
。

左
傅
の
君
子
謂
ｏ
附
に
於
て
、
公
侯
伯
子
男
に
続
け
て
旬
采
衛
と
あ
る
の
は
、
全
く
五
等
俳
制
公
侯
伯
子
男
と
康
詰
の
序
句
『
侯
旬

男
邦
采
衛
』
の
服
制
と
の
奇
怪
な
習
合
に
過
ぎ
ず
、
此
の
采
字
ｏ
存
在
だ
け
で
も
左
傅
の
君
子
謂
以
下
の
内
容
の
成
立
の
晩
期
な
る

べ
き
蕊
せ
し
め
Ａ
盤
錯
詣
‰
一
一
％
）
。

　

そ
の
他
諸
侯
五
等
傅
制
を
書
い
た
左
傅
の
文
は
前
引
ｏ
傅
公
二
十
九
年
傅
文
の
『
卿
不
書
。
罪
之
也
。
在
噌
。
卿
不
會
公
侯
。
會

伯
子
男
可
也
』
の
如
く
左
傅
ｏ
春
秋
書
法
を
論
じ
た
部
分
に
あ
る
。

　

叉
諸
侯
の
訂
制
に
就
て
の
記
述
も
例
へ
ぱ
桓
十
年
傅
文
の
『
初
北
伐
病
斉
。
諸
侯
救
之
。
鄭
公
子
忽
有
功
焉
。
斉
人
蹴
諸
侯
。
使

魯
次
之
。
魯
以
周
班
後
鄭
。
鄭
人
怒
。
請
師
於
警
。
斉
人
以
衛
師
助
之
。
故
不
稽
侵
伐
。
先
書
警
衛
。
王
爵
也
。
』
と
云
っ
て
居
る
。

傅
の
本
文
は
魯
が
諸
侯
會
盟
ｏ
班
印
ち
列
位
の
順
序
を
周
ｏ
菊
制
に
従
っ
て
鄭
國
を
後
と
し
た
に
對
し
て
鄭
が
怒
っ
た
事
に
就
き
、

書
法
を
説
明
し
、
先
づ
警
衛
を
書
い
た
の
は
王
爵
な
れ
ば
な
り
、
王
爵
に
抹
っ
た
も
０
と
云
っ
て
ゐ
る
。
盟
會
の
位
次
を
決
定
す
る

12



も
の
は
諸
侯
爵
制
な
り
と
の
明
瞭
な
意
識
は
左
傅
の
書
法
の
部
分
に
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

Ｌ

　

叉
隠
公
ナ
ー
年
の
傅
文
に
『
六
月
戊
巾
。
公
費
斉
侯
鄭
伯
于
老
桃
。
壬
戌
。
公
敗
宋
師
于
菅
。
庚
午
。
鄭
師
入
部
。
辛
未
。
錨
于
我
。

庚
辰
。
鄭
師
入
防
。
辛
『
［
］
。
諮
于
我
』
の
後
に
『
君
子
謂
。
鄭
荘
公
於
是
乎
可
謂
正
矣
。
以
王
命
討
不
庭
。
不
貪
共
土
。
以
努
王
爵
。

正
之
脛
也
。
』
と
附
加
す
る
。
鄭
註
公
が
自
ら
占
領
し
た
部
の
邑
を
魯
に
譲
っ
た
の
は
、
魯
の
侯
爵
に
比
し
鄭
が
伯
爵
で
あ
っ
て
、
低

位
の
爵
の
諸
侯
と
し
て
高
位
の
爵
の
諸
侯
に
譲
っ
た
０
は
誼
を
知
る
も
の
と
し
て
賞
讃
し
た
。
是
も
亦
諸
侯
の
爵
制
０
意
識
の
明
白

に
表
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
、
左
傅
中
に
於
て
も
最
も
晩
期
の
附
加
で
は
な
い
か
と
疑
は
れ
て
ゐ
る
君
子
謂
の
句
中
に
あ
る
例
で
あ
る
。

　

さ
れ
ば
前
引
の
昭
公
四
年
、
宋
向
戌
が
公
會
侯
之
噌
、
鄭
の
子
産
が
公
會
伯
子
男
之
破
を
楚
王
に
賜
っ
た
條
が
左
傅
の
本
文
中
に

あ
っ
て
、
梢
五
等
爵
の
完
１
　
な
位
級
化
を
示
す
が
如
く
兄
え
る
一
例
を
除
い
て
五
等
の
完
全
な
位
級
制
を
示
す
文
献
は
も
と
よ
り
、

諸
侯
に
於
け
る
鱒
制
の
存
在
に
言
及
す
る
左
傅
０
文
章
は
、
或
は
君
子
謂
く
云
々
の
句
０
中
に
、
或
は
書
曰
の
春
秋
の
筆
法
を
説
明

す
る
文
句
０
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
之
等
は
左
傅
に
於
い
て
は
、
そ
０
附
加
が
何
時
の
時
代
く
ぁ
る
か
は
問
題
と
し
て
も
、
兎

に
角
左
傅
本
文
の
内
に
あ
っ
て
は
附
加
的
部
分
で
あ
り
、
製
作
時
代
が
概
し
て
晩
期
に
属
す
る
こ
と
は
度
々
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。
さ
れ
ば
方
傅
の
附
加
的
部
分
を
除
き
原
本
的
部
分
で
あ
る
本
文
０
内
で
は
、
完
仝
せ
る
諸
侯
五
等
爵
位
級
制
の
意
識
が
恂
明
瞭

に
現
は
さ
れ
て
ゐ
ぬ
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

U!

　
　
　

左
傅
０
原
本
的
な
部
分
に
於
て
諸
侯
五
等
爵
制
の
窓
識
は
恂
十
分
に
現
れ
ず
、
又
諸
侯
の
間
の
爵
に
よ
る
身
分
０
等
差
の
顛
系
は

む

　
　

倚
十
分
に
完
成
し
た
も
０
と
し
て
は
現
れ
て
ゐ
な
い
事
は
前
節
に
指
摘
し
た
如
く
で
あ
る
。
左
傅
に
は
諸
侯
自
身
０
稀
琥
位
級
と
Ｉ
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施
分
離
し
た
諸
侯
の
國
０
格
式
が
意
識
に
の
ぼ
り
、
そ
の
格
式
に
よ
り
、
諸
侯
及
諸
侯
の
卿
大
夫
の
相
互
の
間
の
噌
遇
が
規
定
さ
れ

て
ゐ
る
。
此
諸
國
０
格
式
は
以
下
に
も
述
べ
る
が
如
く
大
國
・
次
國
或
は
列
國
・
小
國
の
如
き
國
の
領
域
の
大
小
に
依
存
す
る
名
柳

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

成
公
二
年
傅
文
に
昔
の
荷
庚
と
衛
の
孫
良
夫
と
が
魯
に
来
り
盟
ふ
た
時
、
魯
で
は
二
國
０
二
卿
０
聘
遇
を
如
何
に
す
べ
き
か
問
題

と
な
っ
た
。
魯
成
公
の
諮
問
は
『
中
行
伯
之
於
昔
也
。
其
位
在
三
。
孫
子
之
於
術
也
。
位
篤
上
卿
。
将
誰
先
。
』
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ

た
。
威
宣
叔
は
『
次
國
之
上
卿
。
富
大
之
中
。
中
営
其
下
。
下
富
其
上
大
夫
。
小
國
之
上
卿
。
富
大
國
之
下
卿
。
中
富
其
上
大
夫
。

下
営
其
下
大
夫
。
上
下
如
是
。
古
之
制
也
。
衛
在
晋
不
得
篤
次
國
。
１
　
娼
盟
主
。
其
将
先
之
。
』
と
答
へ
た
。
此
の
大
國
・
次
國
・
小

國
に
就
て
ヽ
杜
注
は
『
古
制
・
公
認
大
國
・
侯
伯
篤
次
國
・
子
男
篤
小
國
・
』
と
し
て
古
制
は
公
・
蛯
伯
・
子
男
と
の
三
等
爵
に
配
分

し
て
ゐ
る
が
、
更
に
『
春
秋
時
以
強
弱
篤
大
小
。
故
衛
雖
侯
爵
。
猫
篤
小
國
。
』
と
云
っ
た
。
孔
氏
正
義
も
『
古
制
公
篤
大
國
。
侯
伯

篤
次
國
。
子
男
篤
小
國
。
以
土
地
之
大
小
命
数
等
差
也
。
春
秋
之
世
。
彊
陵
弱
。
大
呑
小
。
爵
雖
不
能
自
改
。
地
則
以
力
升
降
。
諸

侯
聚
會
。
１
　
者
篤
雄
。
史
書
時
事
。
大
小
篤
序
。
此
事
不
可
改
易
。
仲
尼
即
而
則
之
。
宋
公
在
膏
侯
之
下
。
許
男
在
１
　
伯
之
上
。
不

復
計
爵
之
尊
卑
。
故
衛
雖
侯
爵
。
猫
篤
小
國
。
以
地
狭
小
故
也
。
』
と
述
べ
、
現
賓
の
領
土
の
炭
さ
が
大
中
小
國
０
標
準
で
あ
っ
て
、

公
侯
伯
子
男
の
爵
を
基
準
と
す
る
三
等
制
で
は
な
い
と
断
っ
て
ゐ
る
。
此
の
威
宣
叔
の
藩
に
出
て
来
る
大
國
・
次
國
・
小
國
の
用
語

は
正
に
孟
子
・
王
制
に
出
て
来
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
孟
子
全
制
は
卿
と
大
夫
の
二
等
に
つ
き
其
祗
は
國
の
大
小
に
よ
り
差
あ
る

を
規
定
す
る
が
、
威
宣
叔
０
各
國
の
卿
に
三
等
、
大
夫
に
三
等
を
考
へ
る
０
は
詮
り
に
形
式
的
で
■
＼
Ｑ
-
＝
s
、
破
数
等
殺
を
弄
し
た
観
が

あ
っ
て
、
果
し
て
周
の
古
制
度
で
あ
る
か
否
か
は
勿
論
問
題
で
あ
る
し
、
此
０
鐙
況
と
孟
子
等
０
脆
と
の
開
係
、
そ
の
登
生
の
時
代

０
早
晩
は
俄
に
断
じ
ら
れ
ぬ
。
卿
・
大
夫
の
身
分
に
就
て
の
繁
雑
な
上
下
を
規
定
す
る
に
意
を
用
ひ
る
に
反
し
て
、
諸
侯
０
方
で
は
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五
等
欝
を
恰
か
も
無
硯
す
る
か
の
如
く
で
ぎ
り
、
大
國
次
隣
・
小
國
の
用
語
の
み
を
表
面
に
現
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

大
國
・
次
國
・
小
國
の
諸
侯
國
の
等
級
制
は
左
傅
中
に
は
他
に
見
営
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
此
と
類
し
て
此
０
内
次
國
を
除
い
た
大
國
小

國
の
用
語
が
屡
現
れ
て
来
る
。

　

襄
公
元
年
経
文
に
『
郊
子
来
朝
。
冬
。
衛
侯
使
公
孫
剽
来
聘
。
晋
侯
使
聴
衆
来
聘
。
』
に
對
し
て
傅
文
は
『
九
月
。
郊
子
来
朝
。
破

也
。
冬
。
衛
子
叔
若
知
武
子
来
聘
。
噌
也
。
凡
諸
侯
帥
位
。
小
國
朝
之
。
大
國
聘
焉
。
以
橿
好
結
信
。
謀
事
補
囲
。
曽
之
大
者
也
。
』

と
あ
っ
て
、
左
氏
凡
例
と
見
倣
さ
る
ゝ
部
分
に
若
衛
を
大
國
と
し
、
魯
を
小
國
と
す
る
大
國
・
小
國
０
用
語
が
あ
る
。

　

然
し
左
傅
の
筆
法
を
説
明
す
る
凡
例
を
除
い
た
左
傅
の
最
も
中
心
内
容
を
な
す
本
文
の
部
分
に
於
て
も
大
國
小
國
０
用
語
例
は
非

常
に
頻
繁
に
見
出
さ
れ
る
。
襄
公
十
九
年
傅
文
に
魯
季
武
子
が
晋
に
如
き
若
侯
０
享
を
承
け
、
１
　
卿
苑
宣
子
の
黍
苗
を
賦
し
た
に
對

し
季
武
子
再
拝
し
て
『
小
國
之
仰
大
國
也
。
如
百
穀
之
仰
膏
雨
焉
…
…
。
』
と
云
っ
た
。
此
小
國
は
魯
を
大
國
は
若
國
を
指
す
。
季
武

子
０
言
は
Ｉ
〇
謙
僻
で
あ
っ
て
、
同
じ
侯
國
で
も
覇
者
晋
國
は
大
國
、
魯
國
は
小
國
の
疆
制
上
の
義
別
が
有
っ
た
と
は
見
ら
れ
な
い

と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
一
方
で
は
大
國
小
國
０
語
は
輦
な
る
謙
僻
で
は
な
く
て
一
般
の
通
用
語
と
も
な
っ
て
ゐ
る
。

　

襄
公
二
年
傅
文
に
『
楚
公
子
巾
篤
右
司
馬
。
多
受
小
國
之
賂
。
以
征
子
重
子
辛
。
楚
人
殺
之
。
』
と
あ
る
。
小
國
は
爵
制
ど
の
連
絡

無
く
、
楚
の
如
き
覇
王
の
大
國
に
對
し
て
隷
属
す
る
諸
弱
小
國
０
意
味
で
あ
る
。
之
に
對
し
て
襄
二
十
五
年
傅
文
、
１
　
に
使
し
た
鄭

０
子
産
が
、
鄭
０
陳
國
を
撃
っ
た
理
由
を
詰
問
せ
ら
れ
た
に
對
す
る
附
に
『
且
昔
天
子
之
地
一
折
。
列
國
一
同
。
白
此
以
衰
。
今
大

國
多
数
折
。
若
無
侵
小
。
何
以
至
大
焉
』
と
云
っ
て
ゐ
る
。
大
國
は
明
ら
か
に
複
数
で
あ
っ
て
、
鄭
の
如
き
列
國
よ
り
す
れ
ば
強
國

た
る
晋
・
楚
或
は
膏
の
如
き
を
も
暗
に
指
す
極
め
て
一
般
的
の
名
将
０
様
に
見
え
る
。

　

而
し
て
此
等
の
小
國
よ
り
す
れ
ば
複
数
の
大
國
間
に
あ
っ
て
も
、
現
賓
０
中
原
０
覇
者
は
叉
そ
０
間
で
も
大
國
と
将
さ
れ
て
ゐ
た

-
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の
は
事
質
で
あ
る
。
裏
公
二
十
三
年
博
文
に
、
膏
班
公
が
裏
公
十
八
年
に
回
一
日
に
敗
れ
た
子
陰
の
戦
の
復
讐
と
し
て
墨
田
閣
の
征
討
の
師

を
興
さ
ん
と
す
る
や
、

目安
平
仲
は
『
君
持
勇
力
。
以
伐
盟
主
。
若
不
持
。
図
之
一蹴
也
。
不
徳
而
有
功
。

憂
必
及
君
。』
と

桂
梓
は

『
臣
問
之
。
小
間
間
大
閣
之
敗
而
段
持
。

必
受
其
答
。
君
其
国
之
。
』
と
交
々
諌
言
し
た
。
控
梓
の
所
謂
大
閣
は
耳
閏
を
小
園
は
膏
を
指

す
。
此
の
大
国
小
閣
の
詩
は
部
門
侯
と
共
大
臣
と
の
聞
の
問
答
で
る
っ

て

一
概
に
諦
併
と
は
見
ら
れ
な
い
。
桓
公
の
世
に
一
度
は
中
原

に
踊
を
制
附
し
た
荷
侯
闘
に
し
て
、
た
と
へ
荷
侯
の
踊
慢
を
戒
め
る
の
窓
あ
り
と
し
て
も
、

E

田
を
大
固
と
呼
び
自
ら
小
聞
と
し
て
ゐ
る

の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
山
佳
子
の
大
闘
は
長
平
仲
の
詩
に
あ
る

『
問
主
』
の
詩
に
封
し
て
用
び
ら
れ
、
提
子
は
叉
そ
の
直
後
陳
文
子

に
語
っ
て

『
以
〈
晋
)
稿
盟
主
。
而
利
其
難
。
』
と
云
っ
て
ゐ
る
。
膏
固
か
ら
音
が
大
閣
と
呼
ば
れ
る
理
山
は

一に
そ
の
盟
主
即
ち
覇
者

の
閤
た
る
に
存
す
る
様
で
あ
る
。
裏
公
二
十
五
年
前
後
は
中
原
の
覇
者
音
に
封
し
、
市
閣
の
小
園
を
本
ゐ
更
に
中
原
を
窺
っ
て
ゐ
る

現
貨
の
南
闘
の
覇
者
楚
闘
が
あ
り
、
一
去
は
む
音
楚
隔
覇
閣
釘
立
の
時
代
で
る
る
。
郷
は
常
に
菅
楚
柄
頭
閣
の
聞
に
介
十
枕
し
て
居
就
に
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苦
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
裏
公
三
十
一
年
俸
文
に
郷
子
産
は
菅
侯
に
針
し
て
『
以
倣
巴
編
小
。
介
於
大
闘
。
諒
求
無
時
』
と
云
っ
た
。

大
閣
は
楚
と
晋
二
閣
を
指
す
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
故
に
裏
二
十
五
年
停
文
の
子
産
の
云
ふ
所
の
綾
敷
の
大
国
も
質
は
現
貨
の
二
覇

園
菅

・
楚
を
特
に
指
す
と
併
し
得
ら
れ
る
。
此
の
音
楚
二
覇
闘
釘
立
航
態
は
濯
に
裏
公
二
十
七
年
宋
の
盟
に
至
っ
て
二
覇
の
連
立
命
日

閉
山
の
結
果
と
な
っ
た
。
此
の
際
陀
耳
目
越
武
と
楚
の
屈
建
と
の
聞
に
国
の
先
後
の
猛
烈
な
論
争
が
行
は
れ
た
と
と
は
体
文
に
詳
し
い
。

と
の
宋
閉
山
に
就
て
俳
文
は
更
に
宋
子
竿
の
僻
と
し
て

『
凡
諸
侯
小
閤
。
音
楚
所
以
兵
戚
之
。
畏
而
後
上
下
松
川
和
。
慈
和
而
後
能
安
靖

其
園
家
。
以
事
大
図
。
所
以
存
也
O
i
--
・』
と
あ
る
。

菅
楚
二
閣
を
大
固
と
し
て
そ
の
他
の
諸
圏
、
費
・
魯
・

薬

・
街
・
陳
・

鄭

・

許
・
背
等
を
小
閣
と
呼
ん
で
ゐ
る
の
は
首
に
此
の
例
で
あ
る
。
さ
れ
ば
左
停
に
於
て
は
一
般
的
に
は
覇
者
の
園
を
大
圏
、
そ
れ
以
外

の
諸
侯
閣
を
小
園
の
名
稿
を
以
っ
て
呼
ん
で
ゐ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
公
二
十
八
年
体
文
に
、
音
に
朝
し
た
蹄
路
鄭
に
立
寄
っ
た



々

蔡
侯
か
鄭
伯
ｏ
享
を
受
け
な
が
ら
不
敬
ｏ
態
度
が
あ
っ
た
。
鄭
の
子
産
が
之
を
評
し
て
『
君
國
事
大
國
。
而
隋
傲
以
錫
已
心
。
将
得

死
乎
。
』
と
云
っ
た
大
國
は
覇
者
の
晋
國
を
指
す
。
同
年
の
斉
侯
が
将
に
晋
に
朝
せ
ん
と
し
た
時
の
陳
文
子
の
言
の
『
小
事
大
。
未
攬

事
焉
。
』
の
小
は
小
國
の
略
で
斉
國
、
大
は
大
國
で
覇
者
晋
國
を
示
す
如
き
そ
の
例
で
あ
る
。
大
國
小
國
の
例
は
左
傅
の
各
處
に
頻
々

と
見
出
さ
れ
る
が
、
皆
此
の
定
義
を
適
川
し
得
る
か
ら
、
茲
に
は
一
端
を
畢
げ
る
に
止
め
る
。
左
傅
に
頻
繁
に
現
れ
る
大
國
小
國
ｏ

名
将
は
左
傅
の
編
纂
者
Ｉ
春
秋
時
代
か
ら
多
少
と
も
年
を
隔
て
た
後
代
の
人
で
あ
ら
う
Ｉ
が
恣
意
的
に
案
出
使
用
し
た
言
葉
で

あ
ら
う
か
。
覇
者
の
會
盟
が
連
年
行
は
れ
、
覇
國
列
國
の
使
臣
の
来
往
織
る
が
如
き
春
秋
Ｉ
特
に
中
期
以
降
Ｉ
Ｉ
時
代
に
於
て
列

國
の
使
臣
が
覇
國
に
對
し
、
相
互
の
國
を
呼
ぶ
語
が
何
等
か
の
附
令
上
の
定
り
文
句
と
し
て
賓
有
し
た
事
岡
よ
り
想
像
に
難
く
な

い
。
昭
公
六
年
傅
文
に
、
そ
ｏ
夏
晋
に
赴
い
た
魯
の
季
孫
宿
は
晋
侯
の
享
を
受
け
た
が
逼
豆
の
散
が
常
㈹
よ
り
多
か
っ
た
。
そ
こ
で

　

『
武
子
退
。
使
行
人
吉
之
。
曰
小
國
之
事
大
國
也
。
菊
見
於
討
。
不
敢
求
既
。
得
既
不
過
三
獣
。
今
豆
有
加
。
下
臣
れ
堪
。
無
乃
戻

也
。
』
と
し
て
こ
の
誼
を
受
く
る
を
謝
絹
し
た
。
此
の
季
武
子
が
行
人
を
し
て
告
げ
し
め
た
辞
の
中
に
大
國
・
小
國
の
語
が
あ
る
。
之

こ
そ
大
國
・
小
國
が
聯
令
を
司
る
行
人
の
用
語
で
あ
っ
た
事
、
或
は
少
く
と
も
行
人
の
用
語
と
し
て
似
合
し
い
と
考
へ
ら
れ
た
事
を

示
す
。
大
國
・
小
國
ｏ
名
栴
は
本
来
外
交
附
令
を
司
っ
た
春
秋
時
代
の
行
人
ｏ
用
語
で
あ
り
、
後
に
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　

此
の
左
傅
に
於
け
る
覇
者
の
國
を
大
國
、
列
國
を
小
國
と
呼
ぶ
國
の
等
級
的
な
将
呼
と
相
開
連
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
も
ｏ
は
、
同

じ
く
左
傅
に
於
い
て
覇
者
に
對
し
て
附
や
ら
れ
た
将
貌
で
あ
る
。
即
ち
左
位
は
覇
者
の
身
分
を
普
通
の
列
國
の
諸
侯
と
貰
別
せ
ん
が

篤
に
種
々
の
特
別
な
朋
語
を
案
出
し
て
ゐ
る
。
そ
の
或
者
は
全
然
他
の
古
典
に
其
ｏ
類
似
を
見
出
し
得
ぬ
な
き
特
種
の
将
琥
を
な
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

成
公
二
年
傅
に
１
　
が
竃
朔
を
し
て
１
　
と
０
戦
の
捕
虜
と
戦
利
品
を
周
に
献
ぜ
し
め
た
。
周
定
王
は
親
ら
謁
見
せ
す
、
軍
襄
公
を
し
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て
婉
曲
に
『
１
　
甥
舅
之
國
也
。
而
大
師
之
後
也
。
寧
不
亦
淫
従
共
欲
以
怒
叔
父
。
抑
豊
不
可
諌
諏
』
と
鄙
せ
し
め
た
。
王
は
『
砲
之

如
侯
伯
克
敵
。
使
大
夫
告
慶
之
噌
。
降
於
卿
砲
一
等
。
』
と
誰
朔
を
卿
で
は
な
く
大
夫
０
砲
を
以
て
遇
し
た
。
茲
に
於
て
も
侯
伯
と
熟

し
て
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
卿
と
大
夫
と
の
附
の
亘
別
が
明
に
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
對
し
て
、
諸
侯
の
等
爵
は
公
侯
伯
子
男
の
一
を

畢
げ
す
侯
伯
と
熟
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
。
此
侯
伯
は
普
通
の
列
國
諸
侯
に
對
し
て
左
傅
が
特
に
用
ゐ
だ
覇
者
た
る
も
の
を
示
す
の
括

蓑
で
あ
っ
た
。

　

襄
公
四
年
傅
文
に
。
夏
皆
に
赴
い
た
魯
使
者
叔
孫
豹
が
晋
侯
０
享
を
受
け
て
、
肆
夏
０
祭
文
王
歌
を
脂
い
て
罫
せ
す
、
鹿
嗚
四
牡

皇
皇
々
者
を
歌
ふ
に
及
ん
で
三
拝
し
た
。
そ
の
理
由
を
『
三
夏
。
天
子
所
以
享
元
侯
也
。
使
臣
弗
敢
糾
聞
。
』
と
説
明
し
た
。
そ
の

附
中
に
あ
る
元
侯
の
語
は
杜
注
に
『
元
侯
牧
伯
』
と
云
０
　
。
正
族
は
周
砲
大
宗
伯
の
八
命
作
牧
。
九
命
作
伯
。
鄭
注
を
引
い
て
伯
は

諸
侯
に
長
た
る
方
伯
、
牧
は
州
の
長
伯
で
あ
っ
て
、
元
は
長
の
義
で
あ
る
か
ら
元
侯
は
即
ち
牧
伯
に
富
る
と
云
ふ
。

　

然
し
前
述
の
如
く
左
傅
に
は
諸
侯
及
覇
者
の
命
数
を
明
示
す
る
規
定
を
全
く
傅
へ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
元
侯
に
就

て
も
命
数
を
基
準
と
し
た
周
渡
の
規
定
を
其
位
に
適
用
す
る
こ
と
は
賎
重
に
警
戒
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
論
を
待
た
ぬ
。
此
０
命
敷

の
規
定
を
別
と
し
て
此
０
「
元
侯
」
の
括
弧
が
普
通
０
列
國
諸
侯
と
は
異
り
、
覇
者
の
身
分
を
表
す
特
殊
の
用
語
で
あ
る
こ
と
は
疑

無
い
。

　

左
偉
０
「
元
悦
」
或
は
「
侯
伯
」
等
の
特
殊
０
括
琥
を
覇
者
に
附
し
て
ゐ
る
こ
と
は
正
に
盟
主
の
國
を
大
國
・
列
國
を
小
國
と
す

る
左
傅
の
用
語
と
共
に
。
同
一
の
事
情
の
生
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

　

本
来
は
行
人
の
用
語
で
あ
る
大
國
・
小
國
が
次
第
に
一
般
化
し
て
國
の
格
式
を
示
す
名
括
と
な
る
傾
向
が
見
え
て
来
る
間
に
あ
っ

て
大
國
と
小
國
と
０
二
括
で
は
諸
侯
國
の
全
穀
の
位
級
と
し
て
不
完
全
で
あ
る
の
で
別
に
之
を
補
充
す
る
用
語
と
し
て
列
國
な
る
語

-18-



79

が
生
れ
た
。
昭
公
二
十
三
年
傅
の
晋
國
に
使
し
て
郊
人
０
識
訴
の
篤
囚
え
ら
れ
郊
大
夫
と
對
問
せ
し
め
ら
れ
た
魯
の
使
者
叔
孫
姉
が

毅
然
と
し
て
郷
大
夫
と
同
坐
審
問
を
拒
否
し
た
時
の
辞
に
『
列
國
之
卿
。
富
小
國
之
君
。
固
周
制
也
。
郷
叉
夷
也
。
翁
君
之
命
。
介

子
服
回
在
。
請
使
富
之
。
不
敢
慶
周
制
故
也
。
』
と
云
つ
て
ゐ
る
。
郷
子
の
如
き
魯
０
隣
國
で
屡
々
来
朝
し
て
ゐ
る
魯
よ
り
は
梢
格
式

の
下
る
國
に
對
し
て
、
魯
は
自
ら
覇
者
の
國
で
は
な
い
が
、
之
よ
り
一
級
上
の
國
で
あ
る
と
し
て
列
國
め
名
将
を
以
つ
て
自
ら
呼
ん

で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

此
の
國
の
格
式
が
正
常
０
用
語
化
す
る
な
ら
ば
、
大
國
帥
ち
晋
楚
或
は
膏
の
・
如
き
覇
主
の
國
、
列
國
印
ち
魯
術
の
如
き
狽
立
侯
國
、

更
に
聡
子
０
如
き
小
國
と
の
三
級
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
然
し
最
初
に
學
げ
た
大
國
・
次
國
・
小
國
の
等
級
制
は
夫
自
身
と
し
て

腿
展
す
る
事
な
く
、
諸
侯
の
俗
琥
と
相
連
絡
あ
る
昏
制
に
よ
る
等
級
化
の
方
へ
進
ん
だ
０
で
あ
る
。

Ξ

　

第
四
節
に
も
述
べ
た
如
く
左
傅
の
原
本
の
部
分
に
於
て
は
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
諸
侯
０
五
等
俳
０
位
級
０
意
識
は
明
瞭
に
現

れ
て
居
な
い
。
公
羊
傅
に
於
て
は
第
二
節
に
も
示
し
た
通
り
、
春
秋
の
諸
侯
は
公
・
侯
・
伯
子
男
の
三
等
制
の
位
級
が
あ
る
こ
と
を

明
晰
に
説
い
て
ゐ
る
。
前
漢
武
帝
時
代
の
公
羊
學
者
董
仲
舒
は
之
に
就
い
て
理
論
的
な
解
憚
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
彼
は

　

『
春
秋
曰
。
伯
子
男
一
也
。
…
…
何
以
１
　
一
。
日
周
爵
五
等
。
春
秋
三
等
。
…
…
』

　

『
春
秋
曰
。
杞
伯
来
朝
。
王
者
之
後
槌
公
。
杷

何
以
搦
伯
。
春
秋
上
詣
夏
。
下
存
周
。
以
春
秋
営
新
王
。
…
…
…
王
者
之
法
。
必
正
装
。
網
王
謂
之
帝
。
封
其
後
以
小
國
。
使
奉
祀
之
。

下
存
二
王
之
後
。
以
大
國
使
服
其
服
。
行
其
破
楽
。
稀
客
而
朝
。
…
…
日
疋
敗
周
人
之
王
。
…
…
下
存
萬
之
後
於
杷
。
存
湯
之
後
於
宋
。

以
方
百
里
爵
栃
公
…
…
。
春
秋
作
新
王
之
事
。
受
周
之
制
。
富
正
黒
統
。
而
殷
周
篤
王
者
之
後
。
絹
夏
改
装
。
鶏
謂
之
帝
。
』
（
春
秋
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諮
寄
二
代
改
制
質
文
第
二
十
三
）
と
云
ひ
、
周
の
辞
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
を
改
正
し
た
春
秋
０
新
法
で
あ
る
。
王
者
は
自
己
の
王

朝
に
先
づ
二
王
朝
の
後
裔
を
特
に
保
存
し
、
大
國
と
し
て
共
０
王
朝
諒
楽
制
度
を
奉
行
し
’
、
王
の
朝
會
に
は
客
と
し
て
列
す
る
。
春

秋
は
新
王
の
法
を
説
く
も
０
で
あ
る
か
ら
、
夏
の
後
の
杷
國
は
伯
爵
と
し
て
小
國
の
列
に
入
れ
、
殷
の
後
宋
と
周
と
を
王
者
の
後
と

し
大
國
の
公
と
す
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

　

董
仲
舒
が
春
秋
０
筆
法
を
解
抑
せ
ん
と
し
た
理
論
が
確
固
た
る
歴
史
的
な
根
抹
を
持
つ
も
０
で
な
い
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。
周

の
諸
侯
０
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等
爵
制
が
西
周
初
か
ら
東
周
に
か
け
て
の
賓
在
０
制
度
で
あ
る
か
否
か
ぺ
既
に
問
題
で
あ

る
。
‘
郭
沫
若
氏
の
金
文
所
無
考
文
中
の
五
等
辞
輿
甘
雌
）
容
傅
翠
濤
五
諮
（
総
牡
靉
雛
談
昌
）
蓄
碧
ｊ

く
の
近
人
の
五
等
爵
に
開
す
る
疑
問
は
皆
、
周
の
五
等
爵
制
が
賓
在
０
制
度
で
あ
る
か
否
か
０
鮎
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。

周
書
の
五
詰
或
は
金
文
の
中
０
「
令
彝
」
の
如
き
周
初
の
最
も
確
賓
な
直
接
の
文
献
に
は
、
五
等
爵
制
の
中
の
個
々
の
稲
琥
侯
或
は

男
０
如
き
も
の
は
あ
る
が
、
公
・
侯
’
伯
・
子
・
男
０
位
階
、
五
等
爵
制
０
完
全
し
た
膿
系
を
認
め
る
事
が
出
来
な
い
事
は
、
既
に

郭
・
傅
二
氏
の
肩
瞭
で
も
明
白
動
か
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
吾
人
は
今
更
之
を
本
論
文
で
繰
返
し
て
述
べ
る
愚
を
避
け
る
。

　

但
郭
傅
二
氏
が
春
秋
紺
に
見
え
る
公
・
侯
・
子
・
伯
・
男
の
五
つ
の
稲
流
を
不
定
に
使
用
す
る
若
干
の
例
、
或
は
金
文
と
春
秋
と

０
俗
琥
と
の
不
一
致
か
ら
、
春
秋
時
代
の
諸
侯
稲
沢
が
全
く
不
定
的
の
も
の
と
断
じ
た
の
は
梢
行
き
過
ぎ
の
観
が
あ
る
。

　

裁
同
胆
氏
が
共
著
「
中
國
封
建
祀
舎
」
に
於
て
論
じ
た
如
く
、
春
秋
の
諸
侯
稲
流
の
不
定
は
僅
少
の
例
外
に
過
ぎ
ず
、
大
部
分
は

稲
流
が
一
定
し
て
ゐ
０
で
あ
る
。
稲
琥
に
は
本
来
一
定
０
位
級
上
下
０
開
係
は
現
は
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
諸
侯
の
稲
競
の
位
級
を
判
定

す
る
資
料
は
春
秋
経
に
見
え
る
諸
侯
會
盟
の
際
に
於
け
る
盟
を
承
け
る
列
次
で
あ
る
。
然
し
諸
侯
の
盟
會
に
於
け
る
位
次
は
、
普
通

の
五
等
爵
０
最
高
な
る
宋
公
が
覇
者
た
る
斉
侯
晋
侯
或
は
楚
子
の
下
に
位
す
る
外
、
伯
‘
子
・
男
等
０
位
次
は
各
々
特
種
０
事
情
に
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よ
っ
て
國
に
よ
-
O
i
略
一
定
０
位
置
に
は
あ
る
が
、
五
等
爵
の
位
と
は
一
致
し
な
い
。
故
に
四
節
の
始
に
引
用
し
た
成
公
二
年
の
孔
氏

正
義
に
は
ヽ
春
秋
の
盟
會
の
順
位
は
公
・
侯
伯
・
子
男
の
三
等
制
の
爵
と
も
無
開
係
で
ヽ
全
く
國
の
大
小
の
賓
力
に
依
ク
ｔ
規
定
さ

れ
た
の
で
、
孔
子
は
軍
に
魯
國
の
歴
史
記
録
を
其
俊
に
洽
刑
し
、
特
別
な
改
修
を
行
は
な
か
っ
た
と
説
い
て
ゐ
る
０
で
あ
る
。
此
の

孔
氏
の
見
方
は
大
難
に
於
て
常
を
得
て
ゐ
る
。

　

顧
頷
剛
氏
は
前
掲
論
文
に
「
戦
國
秦
漢
人
的
造
侭
具
辨
鎬
」
に
於
て
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
０
五
等
爵
は
全
く
春
秋
作
者
の
意
を

以
っ
て
定
め
た
位
級
だ
と
云
っ
て
ゐ
る
。
果
し
て
然
る
か
。
吾
人
は
寧
ろ
諸
侯
爵
制
の
意
識
は
既
に
春
秋
末
期
に
起
原
す
る
と
考
へ

る
も
の
で
あ
る
。
前
節
に
も
明
ら
か
と
し
た
如
く
、
春
秋
の
大
國
覇
者
が
盟
主
と
な
り
列
國
或
は
小
國
を
統
率
し
、
互
ひ
に
連
盟
を

行
っ
。
た
時
代
に
於
て
、
盟
主
の
國
と
一
般
列
國
更
に
そ
０
列
國
の
附
庸
の
位
置
に
あ
る
小
國
と
の
間
國
と
し
て
０
格
式
０
相
違
が
意

識
せ
ら
れ
始
め
た
。
之
は
諸
國
の
君
主
、
卿
大
夫
の
雄
遇
と
云
ふ
聘
使
會
盤
の
来
往
激
し
い
春
秋
時
代
に
於
て
、
行
人
等
の
職
の
頭

を
悩
ま
す
問
題
で
あ
っ
た
０
で
、
大
國
’
次
國
・
小
國
０
等
級
も
出
来
っ
ｘ
あ
っ
た
こ
と
は
已
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

　

一
方
に
於
て
此
の
諸
列
國
０
雑
多
の
俗
琥
を
波
會
の
位
次
と
相
連
開
せ
し
め
、
俗
競
を
一
定
０
上
下
位
級
と
解
し
、
之
を
覇
者
へ

０
貢
賦
定
額
と
比
例
せ
し
め
ん
と
す
る
方
法
が
提
出
さ
れ
た
。
第
二
節
に
阜
げ
た
昭
公
四
年
の
申
の
音
に
鄭
子
産
が
、
昭
公
十
三
年

黄
池
の
音
に
魯
０
子
服
景
伯
が
言
及
し
た
制
度
は
営
に
之
で
あ
る
’
。
鄭
の
子
産
魯
の
子
服
景
伯
の
餅
令
が
何
處
迄
歴
史
事
賓
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
は
同
時
代
の
列
國
の
國
内
國
際
の
事
情
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
大
頭
判
定
出
来
る
で
あ
ら

う
。
先
づ
・
鄭
國
０
子
産
の
場
合
か
ら
考
へ
て
見
や
う
。

　

鄭
國
は
春
秋
初
期
に
於
て
は
鄭
荘
公
の
如
き
東
周
の
王
室
に
卿
士
と
な
り
、
中
原
に
活
躍
し
た
時
代
も
あ
る
が
、
春
秋
０
中
期
以

降
は
黄
河
北
岸
に
進
出
し
た
暫
國
と
南
方
よ
り
黄
河
流
域
に
北
侵
し
て
来
た
楚
國
と
の
雨
覇
者
の
間
に
介
し
て
、
楚
の
勢
力
強
き
時
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に
は
楚
に
、
晋
０
勢
強
き
時
に
は
晋
に
絶
え
す
副
國
の
問
を
往
来
し
て
、
そ
の
勢
力
の
均
衡
を
利
川
し
て
僅
に
國
を
維
持
し
た
の
で

あ
る
。
鄭
の
子
産
は
か
ｘ
る
郷
國
の
國
際
的
地
位
が
産
み
出
し
た
大
外
交
家
に
し
て
大
政
治
家
で
あ
っ
た
。
鄭
が
苦
ん
だ
０
は
輩
に

晋
・
楚
附
國
の
政
治
的
胆
迫
の
み
で
は
な
い
。
軍
事
的
な
侵
略
は
、
外
交
的
手
段
に
よ
り
雨
國
を
操
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
直
接
災
害

を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
平
和
の
間
に
も
、
雨
國
の
政
治
的
座
力
は
絶
え
ざ
る
貢
賦
を
鄭
國
に
要
求
し
た
。
此
の
要
求
は
容
易

に
拒
絶
し
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
公
四
年
の
楚
宏
王
の
判
者
と
な
っ
て
蔡
侯
・
陳
侯
・
鄭
伯
・
許
男
・
徐
子
・
膝
子
・
頓
子
・
胡
子
・
小
郷
子
・
宋
世
子
佐
・
淮

夷
を
巾
に
會
し
た
會
盟
は
賓
に
楚
に
取
っ
て
は
劃
期
的
０
大
事
業
で
あ
っ
た
。
分
に
先
っ
て
楚
王
は
臣
繊
維
に
會
盟
０
方
法
を
聞
い

た
。
根
學
は
之
に
『
臣
聞
諸
侯
無
陥
。
今
君
始
得
諸
侯
。
其
愉
祀
矣
。
覇
之
暦
否
。
在
此
會
也
。
夏
啓
有
鈎
豪
之
享
。
商
湯
有
景
毫

之
命
。
周
武
有
孟
津
之
誓
。
成
有
岐
陽
之
蒐
。
康
有
部
官
之
朝
。
穆
有
塗
山
之
會
。
膏
桓
有
召
陵
之
師
。
晋
文
有
践
土
之
盟
。
君
其

何
川
。
宋
向
戌
鄭
公
孫
僑
在
。
諸
侯
之
良
也
。
君
其
選
焉
。
』
と
多
’
散
の
歴
史
的
會
流
の
例
を
維
げ
何
れ
の
先
例
に
よ
っ
て
巾
の
會
を

篤
さ
ん
か
隨
意
に
逡
べ
と
云
っ
た
。
楚
王
は
『
吾
用
斉
桓
。
』
と
答
へ
だ
の
で
宋
の
左
師
向
戌
と
鄭
公
孫
僑
卵
子
産
に
砲
を
問
は
す
こ

と
ｘ
な
っ
た
０
で
あ
る
。
そ
の
模
範
と
な
っ
た
０
は
斉
桓
公
の
召
陵
の
會
な
る
中
原
の
覇
者
の
會
回
方
法
で
あ
っ
た
。

　

常
時
の
中
原
の
覇
者
音
が
小
諸
侯
國
に
對
し
て
如
何
な
る
政
策
を
以
っ
て
臨
ん
で
居
た
か
。
襄
公
二
十
九
年
傅
文
に
音
よ
り
魯
國

に
来
使
し
て
魯
０
侵
し
た
杷
田
を
治
め
て
魯
に
詞
さ
し
め
た
、
魯
は
之
に
哀
訴
し
て
魯
の
盟
主
晋
國
に
對
す
る
貢
賦
の
状
態
を
記
し

て
、
『
魯
之
於
音
也
。
職
貢
不
乏
。
玩
好
時
至
。
公
卿
大
夫
。
加
硫
於
朝
。
史
不
絶
書
。
府
無
応
月
。
如
是
可
矣
。
何
必
療
魯
以
肥

杷
』
と
云
っ
て
ゐ
る
。
１
　
て
古
く
は
斉
桓
公
０
覇
業
時
代
か
ら
、
分
盟
に
覇
主
が
主
盟
者
と
な
り
、
或
は
諸
侯
が
共
同
の
防
衛
に
軍

除
を
屯
戌
征
伐
に
涙
出
す
る
事
、
又
軍
賦
を
負
撥
し
、
列
國
相
助
け
る
事
を
約
し
た
事
は
恐
ら
く
存
在
し
た
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
Ｏ
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覇
業
の
性
質
は
晋
の
覇
業
が
櫓
績
す
る
間
に
大
に
撥
質
し
て
来
て
、
春
秋
。
中
期
以
降
、
魯
宣
公
成
公
襄
公
昭
公
時
代
に
至
り
て
、
覇

　
　

者
の
１
　
個
の
小
國
に
對
す
る
洙
求
は
漸
く
度
を
越
え
て
来
た
。
前
に
掲
ぐ
る
襄
公
二
十
九
年
傅
文
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
宣
公

　
　

十
四
年
傅
文
に
孟
献
子
が
魯
公
に
強
國
に
楚
子
に
會
せ
ん
こ
と
を
勧
め
た
時
の
僻
に
『
臣
聞
小
國
之
冤
於
大
國
也
。
聘
而
傲
物
。
於

　
　

是
乎
有
庭
賓
族
百
。
朝
而
献
功
。
於
是
有
容
貌
采
章
。
嘉
淑
。
而
有
加
貨
。
謀
其
不
免
也
。
珠
而
薦
賄
。
則
考
及
也
。
』
と
賄
を
以
っ

　
　

て
覇
者
、
ヽ
強
國
の
歓
心
を
買
ふ
べ
き
こ
と
を
云
ふ
を
始
め
と
し
て
、
管
國
の
誄
求
の
例
は
夥
し
い
。
襄
二
十
二
年
傅
文
に
は
晋
が
鄭

　
　

の
朝
貢
を
促
し
た
に
際
し
て
子
産
が
使
者
と
し
て
昔
に
到
っ
た
。
そ
の
際
の
答
聊
の
内
に
は
、
鄭
が
一
定
の
時
期
を
隔
て
Ｘ
朝
貢
’
Ｏ

　
　

義
務
を
劣
ら
な
か
っ
た
事
を
述
べ
、
そ
の
後
に
朝
貢
以
外
に
『
不
朝
之
間
。
無
歳
不
聘
。
無
役
不
従
。
以
大
國
政
令
之
無
常
。
國
家

　
　

罷
病
’
不
虞
莽
至
。
無
月
不
傷
。
単

　
　

宣
十
八
年
の
如
く
、
最
初
専
ら
武
力
に
頼
っ
た
南
方
０
楚
國
に
も
行
は
れ
始
め
た
。

　
　
　
　

宋
の
左
師
向
戌
が
楚
露
王
に
献
じ
た
公
が
諸
侯
を
會
す
る
諮
、
或
は
鄭
子
産
の
献
じ
た
伯
子
男
が
公
に
會
す
る
腫
０
内
容
は
知
る

　
　

を
得
な
い
。
唯
斉
桓
公
の
會
控
を
復
興
す
る
と
云
へ
ば
、
晋
式
の
覇
業
の
殆
ん
ど
蒔
の
無
い
小
國
よ
旦
貝
納
０
徴
収
に
對
し
て
或
る

　
　

限
制
を
附
せ
ん
と
す
る
噌
を
提
唱
し
た
に
相
違
な
い
。

　
　
　
　

然
し
如
何
な
る
制
限
を
設
け
た
に
し
て
も
、
南
方
の
覇
者
に
新
た
に
隷
属
し
た
鄭
は
、
之
に
負
措
す
る
貢
献
を
國
内
に
て
徴
収
す

　
　

る
方
策
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
鄭
に
諮
國
し
た
子
産
が
最
初
に
着
手
し
た
の
は
賦
０
改
革
で
あ
る
。
昭
公
四
年
傅
文
に
は
、
子
産
が

　
　

丘
賦
の
法
を
作
り
、
そ
の
結
果
國
民
の
怨
望
を
買
っ
た
。
子
産
は
國
家
存
亡
０
危
機
に
際
し
て
、
國
民
の
非
膀
を
無
硯
し
て
國
民
負

　
　

婚
の
急
埼
を
意
と
せ
す
し
て
強
行
し
た
。
蓋
子
産
は
楚
に
對
し
て
は
伯
子
男
０
小
國
が
覇
者
の
國
た
る
楚
に
負
袷
す
べ
生
貝
賦
の
定

石

　

額
を
決
定
す
る
と
共
に
、
國
内
に
於
て
、
そ
の
楚
國
へ
の
決
定
貢
賦
額
に
充
富
さ
る
べ
き
だ
け
の
財
源
を
獲
得
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
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ら
う
。
子
息
の
外
交
政
策
は
國
外
に
於
て
無
制
限
貢
献
を
拒
否
す
る
。
昭
十
二
年
傅
文
に
は
昔
國
へ
壁
貝
献
を
制
限
せ
ん
と
す
る
こ

と
を
語
っ
て
ゐ
る
。
楚
に
對
し
て
も
同
断
で
あ
っ
た
ら
う
。

　

前
引
の
鄭
伯
南
也
の
７
　
荒
の
附
は
、
昭
公
十
三
年
の
劉
子
・
昔
侯
・
膏
侯
・
宋
八
ご
術
侯
・
鄭
伯
・
曹
伯
・
萬
子
・
邪
子
・
把
子
・

肝
伯
・
膝
伯
‘
小
郷
子
の
平
丘
の
會
盟
に
子
産
が
承
を
争
っ
だ
時
の
言
で
あ
る
。
承
と
は
杜
撰
の
注
に
よ
る
立
貝
賦
の
次
で
あ
る
と

云
ふ
。
子
荒
は
曰
く
、
『
昔
者
天
子
班
貢
。
軽
重
以
列
。
列
な
貢
重
。
周
之
制
也
。
場
而
貢
重
折
句
服
也
。
鄭
伯
男
也
。
而
使
従
公
。

侯
之
貢
。
惺
弗
綸
也
。
敢
以
狐
請
。
諸
侯
詰
兵
。
好
以
篤
事
。
行
理
之
命
。
無
月
不
至
。
貢
之
無
ら
。
小
國
有
闘
。
所
以
得
罪
也
。

諸
侯
脩
盟
。
存
小
國
也
。
貢
献
無
極
。
亡
可
待
也
。
存
亡
之
制
。
将
在
今
矣
。
』
と
云
っ
て
、
逐
に
１
　
人
を
し
て
許
さ
し
め
た
。

　

子
産
は
周
制
は
盟
會
の
際
の
列
位
と
負
捨
す
べ
生
貝
賦
と
は
相
島
す
る
と
云
っ
て
ゐ
る
。
盟
會
の
位
を
見
る
と
鄭
伯
は
斉
侯
・
宋

公
・
術
侯
に
次
ぎ
茲
で
は
曹
伯
の
上
に
あ
る
。
以
下
は
一
呂
子
郊
子
等
の
附
庸
に
近
き
全
く
の
小
國
が
列
し
、
鄭
は
曹
伯
と
共
に
侯
の

大
國
と
子
０
小
國
と
０
中
間
に
あ
る
。
公
侯
傅
國
の
貢
賦
の
数
に
従
ふ
か
子
男
０
制
に
従
ふ
か
最
も
問
題
を
な
す
位
置
に
あ
る
。
然

し
て
此
の
平
丘
會
０
列
位
に
は
現
れ
な
い
が
、
多
く
の
合
流
例
へ
ば
傅
公
五
年
の
首
止
の
合
に
『
公
及
斉
侯
・
宋
公
・
陳
侯
・
衛
侯
・

鄭
伯
・
許
男
・
曹
伯
合
王
世
子
于
首
止
。
』
の
如
く
許
男
は
必
ら
す
鄭
伯
の
後
に
来
る
。
許
は
隠
六
年
鄭
が
泰
山
下
邑
と
交
換
に
魯
よ

り
得
た
愚
國
で
あ
っ
た
。
『
鄭
伯
男
也
』
は
自
ら
０
貢
献
の
負
楷
０
少
き
を
欲
し
た
鄭
國
が
、
盟
會
に
常
に
己
の
下
列
に
あ
る
附
庸

國
許
の
栃
銃
男
と
自
己
の
附
が
同
一
位
な
る
を
強
調
せ
ん
篤
子
産
が
Ｉ
〇
現
官
的
要
求
を
爵
制
理
論
に
擬
装
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

鄭
子
産
が
述
べ
た
諸
國
０
流
合
の
列
位
と
覇
者
に
對
し
て
負
ぶ
貢
賦
と
は
相
開
開
係
が
あ
り
、
列
位
高
い
も
の
が
負
袷
が
重
い
と

云
ふ
制
は
、
果
し
て
春
秋
の
終
始
を
通
じ
た
覇
者
か
ら
の
制
で
あ
る
か
。
吾
人
は
寧
ろ
春
秋
中
期
成
襄
時
代
の
晋
楚
０
無
制
限
の
訣

求
に
よ
り
、
小
國
漸
く
負
措
に
堪
え
難
く
な
っ
来
た
昭
公
四
年
の
中
の
會
盟
に
於
て
、
楚
墜
王
の
覇
業
會
盟
が
斉
桓
公
の
時
代
の
會
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盟
の
殷
を
探
用
せ
ん
と
し
、
宋
向
戌
及
び
鄭
子
産
か
ら
教
へ
ら
れ
た
、
無
制
限
な
る
小
國
誄
求
を
慶
し
て
諸
侯
が
周
の
格
式
に
よ
り

一
定
の
標
準
に
よ
っ
て
覇
者
へ
の
貢
賦
を
負
揃
せ
ん
と
す
る
空
気
が
生
む
に
至
っ
た
制
度
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

此
の
際
、
中
原
の
名
外
交
家
子
産
０
策
出
し
、
更
に
昭
公
十
三
年
の
膏
の
平
丘
の
會
に
於
て
晋
に
對
し
て
要
求
し
た
諸
侯
の
軍
賦

負
婚
は
會
盟
の
列
位
に
尭
じ
、
又
諸
侯
の
栃
覗
の
階
級
に
施
す
る
と
云
ふ
方
案
で
あ
っ
た
。
鄭
の
子
素
は
白
國
が
侯
な
る
栃
競
を
と

ら
す
、
又
嘗
て
許
男
と
列
位
を
班
し
た
故
事
に
よ
っ
て
、
公
侯
を
列
國
と
し
て
、
自
己
と
同
格
の
陳
、
蔡
諸
國
の
班
に
入
ら
す
、
予

男
の
小
附
庸
國
と
同
列
に
入
る
制
度
を
蓋
制
と
し
認
め
し
め
た
の
で
あ
る
。
鄭
國
は
之
に
よ
り
魯
・
衛
・
陳
等
０
列
國
よ
り
小
額
の

貢
賦
を
負
塘
す
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
之
は
鄭
子
産
の
外
交
手
腕
に
よ
り
殷
め
た
驚
く
べ
き
成
功
で
あ
っ
た
。

　

巾
の
會
に
於
て
、
子
産
が
楚
宏
王
に
献
じ
た
と
云
ふ
伯
子
男
０
公
に
會
す
る
聘
は
、
営
に
之
の
草
案
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
脊
桓
公

の
遺
制
の
名
の
下
に
楚
に
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
斉
桓
公
の
遺
制
た
る
傅
承
は
全
く
嘸
稽
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
夫
は

公
羊
傅
の
三
等
制
は
１
　
く
鄭
子
産
の
所
謂
公
會
伯
子
男
殷
ｌ
斉
桓
公
召
陵
會
腔
－
１
－
と
一
致
す
る
か
の
如
く
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

諸
侯
貢
賦
及
び
列
位
を
規
定
す
る
貨
制
に
就
て
、
春
秋
末
期
に
提
出
せ
ら
れ
た
鄭
０
會
盟
噌
０
草
案
が
唯
一
で
は
な
い
。
第
二
節

に
前
者
と
共
に
引
用
し
た
如
く
鄭
の
子
服
景
伯
０
案
も
亦
別
の
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
之
は
伯
の
會
に
つ
い
て
は
伯
（
ユ

侯
・
子
男
０
三
級
を
認
め
、
之
と
並
ん
で
王
０
會
盟
の
噌
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

こ
０
場
合
に
は
、
伯
が
侯
牧
を
率
ゐ
て
王
に
謁
見
せ
し
む
る
と
云
ふ
。
王
・
伯
・
侯
牧
の
三
爵
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
哀
公

十
三
年
の
説
に
出
て
来
る
爵
の
栢
競
及
び
位
級
は
噌
記
曲
殷
の
説
と
不
思
議
の
類
似
を
持
っ
て
ゐ
る
。
殷
記
曲
噌
篇
は

　
　

五
官
之
長
曰
伯
。
是
職
方
。
其
攬
於
天
子
也
。
曰
天
子
之
吏
。
天
子
同
姓
。
謂
之
伯
父
。
’
異
姓
。
謂
之
伯
舅
。
自
栴
於
諸
伯
。

　
　

曰
天
子
之
老
。
於
外
曰
公
。
於
其
國
曰
君
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
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九
州
之
長
。
入
于
天
子
之
國
曰
牧
。
天
子
同
姓
謂
之
叔
父
。
異
姓
謂
之
叔
舅
。
於
外
曰
侯
。
於
共
國
曰
君
。

　
　

共
在
東
夷
北
秋
西
戎
南
蜃
。
雖
大
曰
子
。
於
内
白
楊
曰
不
穀
。
於
外
徘
目
王
老
。
嘸
方
小
侯
入
天
子
國
。
曰
某
人
。
於
外
曰
子
。

　
　

白
楊
曰
狐
。

と
、
伯
即
ち
公
、
牧
即
ち
侯
、
蜃
族
の
國
及
小
國
の
子
と
三
つ
の
俗
琥
の
説
明
を
呉
へ
て
ゐ
る
。
第
一
の
五
官
長
伯
は
左
傅
の
王
會

及
び
伯
者
の
現
れ
る
伯
に
外
な
ら
ぬ
。
第
二
の
九
州
長
牧
は
左
轍
王
會
の
侯
牧
、
伯
者
の
侯
に
常
る
。
第
三
の
子
は
左
似
の
子
男
の

子
で
、
男
が
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
大
服
に
於
て
子
服
景
伯
説
と
曲
鐙
と
は
一
致
す
る
。
之
は
斉
を
起
原
と
し
鄭
に
狸
展
し
た
三
等
爵
制

に
對
し
て
別
に
魯
で
特
に
良
展
し
た
學
説
ら
し
い
。
魯
は
春
秋
末
期
昔
と
膏
と
哭
と
の
三
國
の
間
に
於
て
鄭
と
同
じ
く
貢
賦
の
誄
求

に
苦
ん
だ
。
然
し
魯
は
鄭
と
異
り
、
周
公
０
正
統
と
し
て
の
傅
統
の
自
受
を
持
つ
。
自
己
の
俗
流
侯
の
爵
制
化
に
富
り
子
男
を
率
ゐ

る
も
０
と
し
て
０
板
蔵
を
持
た
し
て
ゐ
る
。
子
服
景
伯
の
訂
制
は
竃
に
魯
國
０
此
の
輯
統
と
自
受
と
の
生
み
出
し
た
魯
國
中
心
の
諸

侯
回
制
０
理
論
で
あ
る
と
云
っ
て
も
よ
い
。
伯
を
子
男
と
賀
別
す
る
孟
子
・
王
制
戊
は
こ
の
子
服
景
伯
曲
噌
に
代
表
さ
れ
る
魯
の
傅

統
を
引
く
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

孟
子
書
中
に
は
孔
子
が
春
秋
を
作
っ
た
動
機
を
述
べ
、
或
は
『
世
衰
道
微
。
邪
説
暴
行
有
作
。
臣
弑
共
君
者
有
之
。
子
弑
其
父
者

有
之
。
孔
子
別
作
春
秋
。
春
秋
天
千
之
事
也
。
是
故
孔
于
曰
。
知
我
者
。
共
惟
春
秋
乎
。
罪
我
者
北
ハ
惟
春
秋
乎
。
…
…
孔
子
成
春
秋
、

而
気
臣
賊
ｓ
ｉ
.
樅
。
』
（
膝
文
公
下
）
と
云
ひ
、
又
春
秋
後
０
戦
争
を
批
判
し
て
『
春
秋
無
義
戦
。
彼
善
於
此
則
有
之
矣
。
征
者
上
伐
下

也
。
敵
國
不
屈
征
也
。
』
と
云
ひ
、
更
に
『
王
者
之
追
憶
而
詩
亡
。
詩
亡
然
後
春
秋
作
。
晋
之
乗
・
楚
之
祷
机
・
魯
之
春
秋
一
也
。
其

事
則
斉
桓
晋
文
。
其
文
則
史
。
孔
子
曰
。
共
義
則
立
轜
取
之
矣
。
』
と
春
秋
の
成
立
を
説
き
、
春
秋
が
魯
の
史
記
を
基
と
し
て
、
覇
者

の
歴
史
を
孔
子
自
ら
之
に
大
義
を
寓
し
て
記
述
し
た
と
云
ふ
。
之
は
春
秋
の
特
質
を
一
言
に
現
は
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
春
秋
の
學
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に
深
き
者
に
非
す
ん
ば
能
く
道
破
し
得
な
い
所
で
あ
ら
う
。

　

孟
子
の
春
秋
學
の
造
詣
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
諸
侯
班
爵
秩
制
の
根
縁
と
な
っ
た
傅
聞
が
、
春
秋
経
に
對
す
る
解
憚
た
る
春

秋
傅
の
一
種
で
あ
っ
た
事
は
殆
ど
疑
無
い
で
あ
ら
う
。
孟
子
０
縁
っ
た
と
云
ふ
傅
聞
は
春
秋
傅
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。
春
秋

経
は
一
の
文
献
で
あ
る
が
、
之
に
對
す
る
解
憚
は
師
弟
の
相
承
す
る
口
頭
の
傅
承
で
あ
る
が
故
に
傅
聞
と
呼
ば
れ
た
の
で
な
い
か
。

孟
子
の
依
縁
し
た
春
秋
傅
が
、
公
羊
・
穀
梁
・
左
氏
三
傅
の
何
れ
で
あ
る
か
。
或
は
現
在
既
に
伏
し
て
仕
舞
っ
た
郡
氏
、
爽
氏
傅
の

如
き
で
あ
る
か
。
本
田
博
士
は
孟
子
の
春
秋
誕
は
「
左
傅
」
に
最
も
近
似
す
る
と
云
ふ
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
侭
決
定
的
な
事

は
云
へ
な
い
。
孟
子
と
左
傅
と
近
似
し
て
ゐ
る
事
が
事
賓
と
し
て
も
、
現
在
の
形
の
左
傅
が
孟
子
況
と
直
接
開
係
が
あ
る
の
で
は
な

く
し
て
ヽ
恐
ら
く
孟
子
と
孟
子
時
代
０
原
本
左
傅
と
０
開
係
に
飼
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
゛
匹
Ｊ
Ｊ
四
万
史
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結

　
　
　
　
　

語

　

之
を
要
す
る
に
、
春
秋
左
傅
の
原
本
的
部
分
に
は
諸
侯
五
等
縛
制
の
意
識
が
稀
薄
で
あ
る
。
春
秋
に
見
え
る
諸
侯
の
五
つ
の
栃
琥

を
位
級
化
の
最
も
完
成
し
た
の
は
孟
子
よ
り
系
統
を
引
く
王
制
の
製
作
時
代
に
於
て
ど

孔
門
の
一
派
の
春
秋
経
典
化
の
時
に
始
つ
た
ｏ
で
は
な
い
。
春
秋
末
期
に
於
け
る
會
流
に
１
　
加
し
た
諸
侯
の
覇
者
に
對
す
る
貢
賦
負

鐙
の
限
制
を
鼠
ハ
ヘ
ん
と
す
る
方
案
に
起
原
を
有
す
る
。
現
在
の
左
傅
に
は
、
鄭
と
魯
と
ｏ
爾
國
の
提
出
し
た
二
方
案
が
帷
承
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
一
は
公
羊
傅
、
一
は
曲
疆
・
孟
子
へ
系
統
を
引
い
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　

（
昭
和
十
二
年
十
月
五
日
稿
）
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